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平成２３年平成２３年

11 １月月 日日

通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

★ 災害義援金をかたる詐欺に注意★ 災害義援金をかたる詐欺に注意 ●  主な内容  ●●  主な内容  ●

10月12日(水)、第５回大田原市小中学校将棋大会（栃木県立県北体育館）10月12日(水)、第５回大田原市小中学校将棋大会（栃木県立県北体育館）

市民憲章　わたしたちは　歴史と伝統を生かし　よい風習をそだて　大田原を文化の高いまちにしましょう市民憲章　わたしたちは　歴史と伝統を生かし　よい風習をそだて　大田原を文化の高いまちにしましょう

総　合　…………………………………… ２～９
　市議会議員選挙、教育委員会の活動内容  ほか
イベント特集　……………………………10～11
お知らせ　…………………………………12～25
天文館　………………………………………… 25
図書館・統計　………………………………… 26
芭蕉の館・彫刻周遊　………………………… 27
ハーモニーホール　…………………………… 28
市　歌　………………………………………… 29
フォトスケッチ　……………………………… 30

総　合　…………………………………… ２～９
　市議会議員選挙、教育委員会の活動内容  ほか
イベント特集　……………………………10～11
お知らせ　…………………………………12～25
天文館　………………………………………… 25
図書館・統計　………………………………… 26
芭蕉の館・彫刻周遊　………………………… 27
ハーモニーホール　…………………………… 28
市　歌　………………………………………… 29
フォトスケッチ　……………………………… 30

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１

東日本大震災に関して、公共機関と紛らわしい名称や
団体等を名乗って「災害義援金」等を名目にお金を振
り込ませようとしたり、家庭を訪問して募金を求める事
案が発生しています。
義援金を求められても、すぐにお金を振り込んだり、渡
したりすることはせず、不審に思ったら警察に通報して
ください。

総務課総務防災係 　　 （２３）１１１１
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11月20日(日)は、大田原市議会議員選挙投票日です
11月20日(日)は、大田原市議会議員選挙の投票日です11月20日(日)は、大田原市議会議員選挙の投票日です

生かそう！あなたの大切な一票生かそう！あなたの大切な一票

●告  示  日　11月13日(日)
●投票日時　11月20日(日)　午前７時～午後８時　  
　市内40投票区(下記のとおり)
●開票日時　11月20日(日)　午後９時20分～
　湯津上農村環境改善センター
●期日前投票期間・場所
　11月14日(月)～19日(土)
　午前８時30分～午後８時
　・大田原市役所議会棟１０１会議室
　・湯津上庁舎１０２会議室
　・社会福祉協議会黒羽支所会議室

※市内の投票所がこれまでの63投票所から40投票所
　へ変更となります。これまでと投票所の変わる方
　がいらっしゃいますので、事前に場所を確認され
　まして、お間違えのないようご注意ください。

■問い合わせ
　選挙管理委員会事務局
　　(９８)３７６７

みんなで守ろう｢三ない運動｣みんなで守ろう｢三ない運動｣
贈らない！求めない！受け取らない！

※政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。
　ルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

大田原小学校
ふたば記念館（ふたば幼稚園）
大田原東地区公民館
水道庁舎
総合文化会館
勤労青少年ホーム
大田原中学校
勤労者総合福祉センター
加治屋集落センター

【大田原地区】

※大田原地区については、投票所の再編はありません。投票所もこれまでどおりです。

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

大田原小学校
ふたば記念館（ふたば幼稚園）
大田原東地区公民館
水道庁舎
総合文化会館
勤労青少年ホーム
大田原中学校
勤労者総合福祉センター
加治屋集落センター

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１
２
３
４
５
６
７
８
９

1,914
2,532
2,658
1,582
2,755
2,341
4,215
2,364
2,299

1,914
2,532
2,658
1,582
2,755
2,341
4,215
2,364
2,299

野崎中学校
中薄葉公民館
石上小学校

【野崎地区】

※野崎地区については投票区の再編はありませんが、中薄葉公民館の投票所が薄葉小学校に変わります。

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

野崎中学校
薄葉小学校
石上小学校

20
21
22

親園小学校
南区公民館
親園農村環境改善センター
宇田川小学校

【親園地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

親園小学校

親園農村環境改善センター

明宿自治公民館
岡公民館
松原農村生活センター
市野沢集落センター
羽田小学校
小滝集落センター
古町集落センター
南金丸集落センター
奥沢小学校
倉骨笹原集落センター

【金田地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

明宿自治公民館

市野沢集落センター
羽田小学校
小滝集落センター

奥沢小学校
倉骨笹原集落センター

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

10

12
13
14

16
17

2,902
563
533
1,121
1,144
813
916
861
824
1,024

20
21
22
23

18

19

24
25
26

2,902

1,121
1,144
813

824
1,024

1,609

1,499

11

15

舟山自治公民館

金丸小学校

1,096

1,777

975
634
643
856

1,989
2,510
1,243

1,989
2,510
1,243

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

【市内投票区の変更箇所一覧(63投票区→40投票区)】
※網掛けになっている投票区は再編または変更があった投票区です。
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佐久山地区公民館
福原小学校
佐久山中学校

【佐久山地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

佐久山地区公民館27
28
29

1,032
750
603

23

24 佐久山中学校 1,353

1,032

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数

佐良土多目的交流センター
蛭畑公民館
品川センター
蛭田下集落センター
片府田生活センター
狭原公民館
湯津上小学校体育館
中の原自治公民館

【湯津上地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

佐良土多目的交流センター

蛭田小学校

湯津上小学校体育館

30
31
32
33
34
35
36
37

869
484
325
463
349
561
803
318

1,353

1,137

1,682

25

26

27

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数

社会福祉協議会黒羽支所
前田集会所
北野上南区集会所
北区農事集会所
北滝公会堂
片田集会所
亀久公民館

【黒羽地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数

社会福祉協議会黒羽支所
前田集会所

38
39
40
44
41
42
43

947
1,018
474
190
303
349
299

947
1,018

28
29

30

31

北野上南区集会所

片田小学校

664

951

上町公民館
川西高齢者ほほえみセンター
余瀬集会所
蜂巣集落センター
桧木沢集落センター
寒井本郷集会所

【川西地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

桧木沢集落センター
寒井本郷集会所

45
46
47
48
49
50

642
1,225
306
373
592
1,031

32

33

川西小学校

蜂巣集落センター

1,867

679

34
35

592
1,031

両郷地区コミュニティセンター
両郷集会所
寺宿集会所
久野又集会所
大輪集会所
川田公民館

【両郷地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

両郷地区コミュニティセンター

大輪集会所

51
52
53
54
55
56

797
207
314
261
406
144

36

37

1,579

550

黒羽農業構造改善センター
須佐木下組公民館
須賀川下組公民館
須賀川集会所
須賀川上組公民館
川上健康増進センター
南方２区公民館

【須賀川地区】

投票区 これまでの投票所 選挙人名簿
登録者数 投票区

選挙人名簿
登録者数投票区 これまでの投票所 選挙人名簿

登録者数 投票区
選挙人名簿
登録者数

黒羽農業構造改善センター

須賀川集会所

川上地域高齢者ほほえみセンター

57
58
59
60
61
62
63

301
377
289
230
256
215
72

38

39

40

678

775

287

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所

新しい投票所新しい投票所
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●
目
　
的

　

市
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、
主
要
な
施

　

策
や
事
務
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

点
検
お
よ
び
評
価
を
行
い
、
課
題
や
取

　

り
組
み
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ

　

と
に
よ
り
、
効
率
的
な
教
育
行
政
の
一

　

層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
へ

　

の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
市
民
に
信
頼

　

さ
れ
る
教
育
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
を

　

目
的
と
し
ま
す
。

●
点
検
・
評
価
の
方
法

・
新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本

　

政
策
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
主
要

　

施
策
を
対
象
と
し
て
、
点
検
・
評
価
を

　

行
い
ま
し
た
。

・
点
検
・
評
価
の
客
観
性
を
確
保
す
る
た

　

め
、
教
育
に
関
し
て
学
識
経
験
を
有
す

　

る
方
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
評
価
委

　

員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

・
評
価
委
員
会
の
委
員
は
、
次
の
と
お
り

　

で
す
。

　
　

鈴
木　

巧  

氏
（
元
市
職
員
）

　
　

人
見　

英
一  

氏
（
元
小
学
校
長
）

　
　

吉
川　

惠
造  

氏
（
市
区
長
会
長
）

●
点
検
・
評
価
の
構
成

①
主
な
施
策

　

新
大
田
原
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ン
の
基
本

　

政
策
や
教
育
行
政
基
本
方
針
の
重
点
施

　

策
、
重
点
項
目
に
即
し
た
施
策
・
事
業

　

ご
と
に
点
検
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

②
評
価
委
員
の
意
見

　

評
価
委
員
か
ら
い
た
だ
い
た
主
な
意
見

　

を
記
載
し
て
い
ま
す
。

③
今
後
の
事
業
の
方
向
性

　

点
検
・
評
価
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業

　

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
教
育
委
員
会
は
、
教
育
行
政
に

お
け
る
重
要
事
項
や
基
本
方
針
を
決
定
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
長
が
具
体
の
事
務

を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
の
定
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
原

則
毎
月
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
随
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
活
動
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
平
成
22
年
度
の
活
動
状
況

○
委
員
会
開
催　

18
回

・
付
議
内
容　

議
案
51
件
、
協
議
15
件
、

　

選
挙
１
件

○
学
校
訪
問

・
訪
問
日
数
３
日
、
訪
問
学
校
数
13
校

○
そ
の
他
の
活
動

・
議
案
審
議
な
ど
に
伴
う
現
地
調
査

・
関
東
甲
信
越
静
市
町
村
教
育
委
員
会
連

　

合
会
委
員
研
修

・
栃
木
県
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
委
員

　

研
修

・
那
須
地
区
市
町
教
育
委
員
会
連
合
会
研

　

修
・
各
種
大
会
、
行
事
へ
の
出
席

　
　

市
民
憲
章
推
進
大
会
、
大
田
原
マ
ラ

　
　

ソ
ン
大
会
、
青
少
年
健
全
育
成
事
業
、

　
　

成
人
式
、
小
中
学
校
卒
業
式
、
小
中

　
　

学
校
将
棋
大
会　

な
ど

●
今
後
の
方
向

・
教
育
委
員
会
は
毎
月
開
催
を
原
則
と
し

　

て
い
ま
す
が
、
今
後
も
、
毎
月
開
催
と

　

必
要
に
応
じ
て
随
時
委
員
会
を
開
催
し

　

ま
す
。

・
地
域
と
一
体
と
な
り
、
大
田
原
市
教
育

　

行
政
基
本
方
針
の
具
現
化
に
向
け
取
り

　

組
ん
で
い
き
ま
す
。

・
学
校
訪
問
、
学
校
施
設
等
の
視
察
な
ど
、

　

教
育
現
場
の
現
状
把
握
に
努
め
、
教
育

　

行
政
の
改
善
、
充
実
を
図
り
、
こ
れ
ま
で

　

以
上
に
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
独
自
の

　

取
り
組
み
に
よ
り
、
よ
り
一
層
の
教
育

　

の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
目
　
標

　

市
民
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、

　

必
要
な
こ
と
が
ら
を
自
ら
の
意
思
で
学

　

び
、
自
己
実
現
で
き
る
よ
う
、
学
習
の

　

場
や
交
流
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

　

生
涯
学
習
推
進
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　

や
住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
通
し
て

　

自
治
意
識
を
高
め
、「
ひ
と
が
輝
き
、

　

ま
ち
が
輝
く
、
人
間
性
ゆ
た
か
な
」

　

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

　

す
。

●
主
な
施
策

・
自
修
館
管
理
運
営
事
業

・
市
民
憲
章
推
進
事
業

・
地
区
文
化
祭
事
業

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
管
理
運
営
事
業

・
図
書
館
管
理
運
営

●
評
価
委
員
の
意
見

・
市
民
の
理
解
と
啓
発
を
図
る
市
民
憲
章

　

推
進
事
業
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
も
の

　

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
業
内
容
を
吟

　

味
し
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
継
続
実
施
に
努
め

　

る
と
と
も
に
、
各
自
治
会
へ
花
の
苗
を

　

十
分
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
予
算
化
を

　

図
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、
教
育
委
員
会
は
、

そ
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
お
よ
び
執
行
の
状
況
に
つ
い
て
点
検
・
評
価
を

行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
公

表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
23
年
度
の
報
告
対
象
と
し
て
平
成
22
年

度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
点
検
・
評
価
を
行
い
、
報
告
書
を
市
議
会
へ
提
出
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
に
お
け
る

大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

平
成
22
年
度
に
お
け
る

大
田
原
市
教
育
委
員
会
の
活
動
内
容

教
育
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
の

点
検
お
よ
び
評
価

教
育
に
関
す
る
事
務
の
執
行
状
況

の
点
検
お
よ
び
評
価

１
　
生
涯
学
習
の
充
実

教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
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・
市
民
学
習
の
発
表
の
機
会
と
し
て
、
ま

　
た
、
交
流
の
場
と
し
て
、
各
地
区
公
民

　
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る
地
区
文
化
祭
は

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域
文
化
の
創

　
出
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

　
で
、
更
に
市
民
に
啓
発
し
、
よ
り
一
層

　
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
現
在
の
経
済
情
勢
や
東
日
本
大
震
災
な

　
ど
に
よ
り
、
今
後
の
ふ
れ
あ
い
の
丘
の

　
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
は
相
当
厳
し
く
な

　
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
さ
ら

　
な
る
経
費
削
減
を
図
り
、
効
率
的
な
運

　
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
図
書
館
は
市
民
の
生
涯
学
習
の
推
進
に

　
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
施
設
の
修
理
修
繕
は
計
画
的
に
行
い
利

　
用
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
く

　
だ
さ
い
。

・
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
へ
の
図
書
館
移
転

　
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
社

　
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
施
設
に
な

　
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
自
修
館
は
中
学
生
・
高
校
生
が
集
中
し

　
て
勉
強
で
き
る
最
適
な
学
習
施
設
な
の

　
で
、
今
後
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
特

　
に
高
校
生
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
内
へ
の
図

　
書
館
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、
閲
覧
室

　
の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保
す
る
よ
う

　
に
努
め
る
。

・
地
区
文
化
祭
事
業
は
中
央
公
民
館
主
催

　
と
し
て
市
全
体
の
文
化
祭
を
実
施
す
る

　
よ
う
努
め
る
。

・
ふ
れ
あ
い
の
丘
施
設
利
用
に
つ
い
て
は

　
県
内
外
都
市
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に
努

　
め
る
。

●
目
　
標

・
幼
児
教
育
は
、
人
間
形
成
の
基
礎
を
培

　
う
教
育
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
幼
稚
園
、

　
保
育
園
お
よ
び
小
学
校
の
連
携
を
密
に

　
し
、
そ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
学
校
教
育
は
、
豊
か
な
心
、
創
造
力
、

　
心
身
と
も
に
健
康
で
自
ら
学
ぶ
意
欲
と

　
社
会
変
化
に
対
応
で
き
る
た
く
ま
し
い

　「
生
き
る
力
」と
国
際
的
感
覚
を
身
に
付

　
け
た
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た
め
、
学

　
校
施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
る
と
と
も

　
に
、
少
子
化
に
対
応
し
た
学
校
統
合
と

　
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
特
色
あ
る
教
育

　
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
配
慮
児
童
生
徒
支
援
非
常
勤
講
師
配
置

　
事
業
（
雇
用
創
出
総
合
対
策
事
業
）

・
学
習
到
達
度
調
査
事
業

・
奨
学
金
貸
与
事
業

・
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

・
学
校
給
食
調
理
業
務
民
間
委
託

・
黒
羽
統
合
中
学
校
建
設
事
業

●
評
価
委
員
の
意
見

・
特
別
支
援
学
級
に
対
す
る
保
護
者
の
理

　
解
を
図
る
と
と
も
に
設
置
推
進
に
努
め

　
て
く
だ
さ
い
。

・
学
習
到
達
度
調
査
は
科
学
的
か
つ
客
観

　
的
な
調
査
で
あ
り
、
学
校
お
よ
び
児
童

　
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
、
学
習
指
導
方

　
法
の
改
善
や
児
童
生
徒
個
々
の
学
習
改

　
善
な
ど
に
つ
な
げ
る
大
変
効
果
的
な
調

　
査
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
今

　
後
も
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

・
奨
学
金
貸
与
対
象
者
を
明
確
に
す
る
た

　
め
に
、「
大
学
等
」を「
大
学
」、「
大
学
院
」

　
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
黒
羽
統
合
中
学
校
温
水
プ
ー
ル
の
効
率

　
的
な
活
用
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
旧
中
学
校
施
設
の
有
効
活
用
を
検
討
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
発
達
障
害
等
配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒

　
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
中
で
、
学
級
経

　
営
や
学
習
指
導
な
ど
の
充
実
を
図
る
た

　
め
に
は
、
非
常
勤
講
師
を
配
置
す
る
こ

　
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
継
続
し

　
て
い
く
。

・
学
習
到
達
度
調
査
は
調
査
の
た
め
の
調

　
査
に
終
わ
ら
ず
、
結
果
が
一
層
生
か
さ

　
れ
る
よ
う
努
め
る
。

・
奨
学
金
貸
与
事
業
は
能
力
が
あ
る
に
も

　
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、

　
就
学
困
難
な
者
を
支
援
す
る
本
市
独
自

　
の
意
義
あ
る
事
業
な
の
で
、
今
後
も
継

　
続
す
る
と
と
も
に
効
率
的
に
償
還
が
図

　
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

・
児
童
生
徒
の
生
命
の
安
全
確
保
が
最
優

　
先
さ
れ
る
の
で
、
早
急
に
学
校
施
設
の

　
耐
震
診
断
・
補
強
工
事
を
進
め
る
。

・
給
食
調
理
員
の
定
数
管
理
の
適
正
化
お

　
よ
び
経
費
削
減
を
図
る
上
か
ら
、
学
校

　
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
を
計
画
的

　
に
進
め
る
。

●
目
　
標

　
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
、
社

　
会
的
に
自
立
し
た
青
少
年
を
育
成
す
る

　
た
め
、
親
子
の
絆
づ
く
り
や
青
少
年
の

　
社
会
参
加
を
促
す
と
と
も
に
、
総
合
的

　
な
相
談
お
よ
び
指
導
体
制
の
充
実
を
図

　
り
ま
す
。

　
ま
た
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
地
域
全

　
体
で
支
え
る
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地

　
域
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成

　
事
業

・
放
課
後
子
ど
も
教
室

●
評
価
委
員
の
意
見

・
次
代
を
担
う
青
少
年
育
成
事
業
は
、
極

　
め
て
重
要
な
事
業
で
あ
り
、
地
域
ぐ
る

　
み
で
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
一
層
の
効

　
果
が
期
待
で
き
る
。

・
子
ど
も
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
場
と

　
し
て
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
設
置
意

　
義
は
大
き
く
評
価
で
き
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
健
全
育
成

　
事
業
は
、
単
な
る
講
演
会
や
研
修
会
に

　
と
ど
ま
ら
ず
予
算
の
増
額
を
図
り
、
三

　
世
代
と
の
交
流
、
青
少
年
の
リ
ー
ダ
ー

　
養
成
、
青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
な
ど
の
実
践
的
な
事
業
の
展
開
を
図
る

　
よ
う
努
め
て
い
く
。

・
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
こ
ど
も
課
と
連

　
携
を
密
に
し
て
、
事
業
内
容
の
充
実
を

　
図
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

２
　
学
校
教
育
の
充
実

３
　
青
少
年
の
健
全
育
成
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●
目　

標

　

市
民
の
自
主
的
な
文
化
芸
術
活
動
を
支

　

援
し
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
提
供
や
本
市

　

を
特
色
づ
け
る
文
化
芸
術
事
業
の
充
実

　

を
図
る
と
と
も
に
、
活
動
の
拠
点
施
設

　

な
ど
の
整
備
充
実
に
努
め
、
心
の
豊
か

　

さ
や
生
活
の
潤
い
が
実
感
で
き
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り
に
思
う
心
を

　

育
む
た
め
、
地
域
文
化
遺
産
を
後
世
に

　

の
こ
し
、
伝
統
工
芸
技
術
な
ど
を
継
承

　

し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
移
動
音
楽
鑑
賞
教
室
実
施
事
業

・
歴
史
民
俗
資
料
館
運
営

●
評
価
委
員
の
意
見

・
優
れ
た
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
豊

　

か
な
心
が
醸
成
さ
れ
る
の
で
、
予
算
の

　

増
額
を
図
り
事
業
の
継
続
に
努
め
て
く

　

だ
さ
い
。

・
芸
術
鑑
賞
助
成
事
業
の
有
効
活
用
に
努

　

め
て
く
だ
さ
い
。

・
歴
史
民
俗
資
料
は
価
値
あ
る
歴
史
的
文

　

化
遺
産
で
あ
る
の
で
、
資
料
館
と
し
て
、

　

今
後
も
資
料
の
収
集
・
保
管
・
展
示
に

　

努
め
る
必
要
が
あ
る
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
音
楽
鑑
賞
教
室
を
複
数
校
で
合
同
開
催

　

す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
児
童
生
徒

　

に
体
験
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

　

る
の
で
、
今
後
も
継
続
す
る
。

・
周
辺
の
史
跡
（
下
侍
塚
古
墳
な
ど
の
古

　

墳
群
、
国
造
碑
な
ど
）
と
の
関
連
を
図
り

　

な
が
ら
、
市
内
外
に
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
努

　

め
る
と
と
も
に
、
専
門
職
員
の
配
置
を

　

視
野
に
入
れ
事
業
内
容
の
充
実
を
図
っ

　

て
い
く
。

●
目　

標

　

市
民
の
生
涯
に
わ
た
る
健
康
と
体
力
向

　

上
を
図
る
た
め
、「
市
民
一
人
１
ス
ポ

　

ー
ツ
」を
目
標
に
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ

　

施
設
の
整
備
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
指
導
体

　

制
の
強
化
、
総
合
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　

ブ
の
育
成
等
を
図
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
環

　

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
お
よ
び
大
田
原

　

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
美
原
公
園
管
理
事
業

・
学
校
開
放
施
設
整
備
事
業

・
屋
内
温
水
プ
ー
ル
管
理

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
評
価
委
員
の
意
見

・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
経
費
削
減
を
図
り
、

　

よ
り
効
率
的
な
運
営
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興

　

を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備

　

し
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

　

は
大
切
な
の
で
、
今
後
も
よ
り
よ
い
ス

　

ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・
管
理
に
努
め
て

　

く
だ
さ
い
。

・
本
球
場
周
辺
の
駐
車
場
を
利
用
し
や
す

　

い
よ
う
に
整
備
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
学
校
開
放
施
設
の
屋
外
ト
イ
レ
の
水
洗

　

化
に
つ
い
て
は
今
後
も
引
き
続
き
計
画

　

的
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

・
温
水
プ
ー
ル
は
市
民
の
健
康
保
持
増
進

　

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、

　

今
後
も
計
画
的
に
修
繕
な
ど
を
行
い
、

　

快
適
な
施
設
環
境
の
保
持
に
努
め
て
く

　

だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
大
田
原
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
関
心
が
高

　

ま
り
、
年
々
参
加
者
数
が
増
加
し
て
い
る

　

こ
と
は
評
価
で
き
る
の
で
、
内
容
の
一

　

層
の
充
実
を
図
り
継
続
し
て
開
催
す
る
。

・
学
校
施
設
の
開
放
は
今
後
も
積
極
的
に

　

進
め
る
。

・
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

　

市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
マ
ラ
ソ
ン

　

大
会
で
あ
り
、
関
係
団
体
で
組
織
す
る

　

実
行
委
員
会
が
運
営
す
る
な
ど
運
営
上

　

問
題
も
な
く
、
ま
た
、
大
会
に
併
せ
て

　

地
域
の
特
色
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
工
夫
も

　

凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
継

　

続
す
る
。

●
目　

標

　

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
”

も
の
の

　

見
方
・
考
え
方
”
を
培
い
、
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
精
神
を
養
う
た
め
、
国
際
姉
妹
都
市

　

等
と
の
友
好
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
在
住
外
国
人
と
の
相
互

　

理
解
を
図
り
、
共
に
安
心
し
て
居
住
で

　

き
る
環
境
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

　

国
内
の
友
好
都
市
と
は
、
教
育
・
文
化
・

　

産
業
等
の
交
流
事
業
や
災
害
時
の
相
互

　

支
援
協
定
等
を
契
機
と
し
た
交
流
を
通

　

し
て
友
好
を
深
め
ま
す
。

●
主
な
施
策

・
青
少
年
交
流
事
業

●
評
価
委
員
の
意
見

・
高
校
生
交
流
事
業
は
20
年
以
上
経
過
し
、

　

所
期
の
目
的
を
達
成
し
て
お
り
、
ま
た
、

　

近
年
は
応
募
状
況
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

　

ー
の
受
け
入
れ
な
ど
の
課
題
も
多
く
、

　

今
後
は
廃
止
も
視
野
に
入
れ
十
分
精
査

　

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
今
後
の
事
業
の
方
向
性

・
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
（
学
校
外
活
動
）

　

を
と
お
し
て
見
聞
を
広
め
さ
せ
る
こ
と

　

に
よ
り
、
次
代
を
担
う
青
少
年
の
行
動

　

力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
育
成
す
る
国
際

　

交
流
・
国
内
交
流
の
推
進
事
業
は
大
変

　

有
意
義
な
の
で
継
続
し
て
い
く
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
22
年
度
事
業

に
対
す
る
点
検
評
価
を
今
後
の
改
善
な
ど

に
生
か
す
こ
と
に
よ
り
、
教
育
施
策
の
推

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
総
務
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
１

６　

国
際
交
流
・
国
内
交
流
の
推
進

４　

文
化
・
芸
術
の
振
興

５　

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
お
お
た
わ
ら
10
月
15
日
号
の
13
ペ
ー

ジ
「
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り
」
の
日

時
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

正
し
く
は
「
11
月
３
日
（
木
・
祝
）」で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８
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大
田
原
、
湯
津
上
、
黒
羽
の
３
地
区
で
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
該
当
者　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
式
典
へ
の
参
加

・
11
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

　

は
、12
月
上
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
の
な
い
方
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
12
月
９
日
（
金
）  

　

ま
で
に
関
係
す
る
地
区
公
民
館
ま
で
電

　

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
参
加
す
る
場
合
の
開
催
地
区
は
、
上
記

　

の
出
身
中
学
校
ご
と
に
な
り
ま
す
。変

　

更
希
望
の
あ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

　

当
地
区
公
民
館
な
ど
ま
で
電
話
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

  〈
大
田
原
地
区
〉

　

中
央
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）７
０
８
０

  〈
湯
津
上
地
区
〉

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５
  〈
黒
羽
地
区
〉

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
４
）０
１
８
４

　

大
田
原
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
で

は
湯
津
上
・
黒
羽
・
川
西
・
両
郷
・
須
賀

川
地
区
に
宝
く
じ
の
助
成
金（
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業
）に
よ
り
、集
会
用
テ
ン
ト（
２

間
×
３
間
）を
各
２
張
、
全
地
区
に
輪
投
げ

各
２
セ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

自
治
公
民
館
、
育
成
会
な
ど
地
域
の
体

育
事
業
や
ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
な
ど
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
最
寄
り
の
地
区
公
民

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）７
０
８
０

整備地区
（自治公民館連絡協議会事務局）

大田原東地区
自治公民館連絡協議会

利用する場合の申し込み先
（保管場所）

大田原東地区公民館
　　　（２４）２７７７
大田原西地区公民館
　　　（２３）８７１９

金田北地区公民館
　　　（２３）３２５３

金田南区公民館
　　　（２３）２２６０
親園地区公民館
　　　（２８）２４４４
野崎地区公民館
　　　（２９）２６０５

佐久山地区公民館
　　　（２８）０８７２

湯津上地区公民館
　　　（９８）３４２５

黒羽・川西地区公民館
　　　（５４）０１８４

両郷地区公民館
　　　（５９）０１１１

黒羽・川西地区公民館
　　　（５４）０１８４

須賀川地区公民館
　　　（５７）０１１１

大田原西地区
自治公民館連絡協議会

金田北地区
自治公民館連絡協議会

金田南地区
自治公民館連絡協議会
親園地区
自治公民館連絡協議会
野崎地区
自治公民館連絡協議会

佐久山地区
自治公民館連絡協議会

湯津上地区
自治公民館連絡協議会

黒羽地区
自治公民館連絡協議会
川西地区
自治公民館連絡協議会

両郷地区
自治公民館連絡協議会

須賀川地区
自治公民館連絡協議会

品名および個数
集会用テント
２間×３間 輪投げセット

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

２

２

２

２

２

集会用テント

輪投げセット

平
成
23
年
度
成
人
式

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
で

「
集
会
用
テ
ン
ト
」・「
輪
投
げ
」

を
整
備

大田原中・若草中
親園中・金田北中
金田南中・野崎中
佐久山中

湯津上中

川西中・黒羽中
須賀川中・両郷中

開催地区

大田原地区

湯津上地区

黒羽地区

対象者
（出身中学校） 日　　時 受付時間 会　　場

平成24年１月８日（日）
午前10時40分開式

平成24年１月３日（火）
午前９時開式

平成24年１月８日（日）
午前９時20分開式

午前９時30分
～10時

午前８時30分
～８時50分

午前８時30分
～９時

那須野が原
ハーモニーホール

湯津上庁舎
103・104会議室

大田原市
ピアートホール
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自
殺
対
策
の
一
環
と
し
て
、
自
殺
予
防

週
間
内
の
９
月
16
日
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
市
民
約
６
０
０
名
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ス
ト
レ
ス
の
成
り
立
ち
を
理
解

し
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
度
も
時
々
確
認
し

な
が
ら
、
心
も
含
め
た
健
康
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
演
会
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【日
本
の
自
殺
者
数
】

　

１
９
９
８
年(

平
成
10
年)

か
ら
日
本
の

自
殺
者
は
年
間
３
万
人
以
上
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
う
聞
い
て
も
皆
さ
ん
の
心
に
は

響
か
な
い
で
し
ょ
う
。
数
字
を
分
解
し
て

考
え
て
み
る
と
、
日
本
人
の
年
間
死
亡
者

90
万
人
中
３
万
人
は
自
殺
に
よ
る
。(

交

通
事
故
は
１
万
人
↓
30
人
中
１
人
は
自
殺

で
死
亡
し
て
い
る)

　

本
日
の
来
場
者
６
０
０
人
、
こ
の
会
場

の
中
で
20
人
は
将
来
自
殺
で
死
亡
す
る
計

算
に
な
る
。
少
し
身
近
に
自
殺
問
題
を
捉

え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

自
殺
者
の
特
徴
は
、
働
き
盛
り
の
40
〜

60
歳
に
集
中
す
る
。(

↓
国
力
の
衰
退
に

繋
が
る)

国
を
あ
げ
て
の
リ
ス
ク
管
理
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

【ス
ト
レ
ス
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
】

　

統
計
的
に
精
神
疾
患
は
、
１
件
当
た
り

１
６
５
日
間
休
職
す
る
。
長
期
欠
勤
に
繋

が
る
の
で
、
早
い
段
階
で
の
気
づ
き
が
重

要
。
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
く
、
突
然
精
神
疾

患(

う
つ
病)

で
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

【ス
ト
レ
ス
状
況
を
解
消
す
る
心
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
】

　

人
の
心
は
空

気
の
入
っ
た
ゴ

ム
ま
り
の
よ
う

な
物
。
ａ
は
い

ろ
い
ろ
な
ス
ト

レ
ス
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
対

応
し
、
ｂ
は
柔

軟
に
融
通
性
を

き
か
せ
て
か
わ

し(
70
％
や
れ

れ
ば
良
し
と
柔
軟
性
を
持
て
る)

、
ｃ
は

自
分
で
吐
き
出
し
、
破
裂
を
防
ぐ
対
処

(

や
け
食
い
、
や
け
酒
、
愚
痴
を
こ
ぼ
す

な
ど
そ
の
人
に
応
じ
て)
精
神
の
成
熟
は
、

失
敗
と
挫
折
を
繰
り
返
し
、
反
省
し
将
来

に
繋
が
り
頑
張
れ
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
憂
鬱
に
な
る
人
は
初
め
か
ら
ゴ
ム
ま

り
に
空
気
が
入
っ
て
い
な
い
状
態
で
、
そ

う
い
う
経
験
が
な
く
今
に
至
っ
て
い
る
。

　

左
上
の
絵
は
壺
と
人
の
顔
が
見
分
け
ら

れ
る
。
心
が
病
ん
で
く
る
と
、
ひ
と
つ
の

こ
と
し
か
見
え
な
く
な
る
。

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
人
は
視
野
が

非
常
に
狭
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
違
う
見

方
が
で
き
る
よ
う
な
ヒ
ン
ト
出
し
が
大
切
。

大
失
敗
し
う
つ
状
態
に
な
る
と
物
の
見
方

が
一
方
的
に
な
り
、「

死
ん
で
お
詫
び
す

る
し
か
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

【心
の
破
綻
】

《第
１
段
階
に
は
身
体
面
に
出
る
》

　

心
気
症
、
頭
が
痛
い
、
め
ま
い
、
気
持

ち
が
悪
い
。
発
熱
、
眠
れ
な
い(

３
日

間
・
３
時
間
睡
眠
が
続
く
と
収
縮
期
血
圧

が
平
均
30　
　

上
昇
す
る
。
２
０
０　
　

を

越
え
る
と
脳
血
管
が
切
れ
る
危
険
性)

、
円

形
脱
毛
症
。

《第
２
段
階
行
動
面
に
出
る
》

　

遅
刻
が
増
え
る
＝
億
劫
に
な
る
、
何
を

す
る
に
も
億
劫
に
な
る
、
身
支
度
が
で
き

な
い
、
ご
飯
を
食
べ
る
の
も
億
劫
、
ト
イ

レ
も
億
劫(
失
禁
例)

、
集
中
力
の
低
下
で

ミ
ス
が
多
く
な
る
、
記
憶
が
刻
ま
れ
な
い
、

協
調
性
の
低
下
、
事
故
多
発
、
生
活
が
乱

れ
、
飲
む
・
打
つ
・
買
う
に
走
る
、
性
欲

が
ゆ
が
む
。

《第
３
段
階
で
メ
ン
タ
ル
障
害
と
し
て
出

る
、
ボ
ー
ル
が
破
裂
す
る
》

　

メ
ン
タ
ル
は
後
で
出
て
く
る
の
で
１
、

２
の
段
階
で
止
め
る(

早
期
解
決)

対
策
、

ま
ず
「
３
日
間
し
っ
か
り
休
む
」
自
分
の

パ
タ
ー
ン
を
崩
す
、
自
分
が
そ
の
時
に
し

た
い
事
を
す
る(

こ
れ
を
し
た
ら
良
い
の

で
は
と
い
う
こ
と
は
し
な
い)

。

【ス
ト
レ
ス
へ
の
予
防
策(

日
常
生
活
の
ス

ト
レ
ス
評
価
】

　

ス
ト
レ
ス
を
定
量
化
す
る
。
自
分
が
ど

れ
く
ら
い
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
か

自
己
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
『
ス
ト
レ
ス
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
』
表
の
合
計
点
が
１
０
０
点
〜
１
９
９

点
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
６
カ
月
以

内
は
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
合
計
点
が
２

０
０
〜
２
９
９
点
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点

か
ら
６
カ
月
以
内
に
体
調
を
崩
す
可
能
性

が
50
％
、
３
０
０
点
以
上
で
あ
れ
ば
、
そ

の
時
点
か
ら
６
カ
月
以
内
に
う
つ
病
な
ど

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
全
に
陥
る
確
率
が

80
％
以
上
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【ルビンの壺】

【老婆の横顔、娘の横顔、
帽子は猫と花】

第
２
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
ス
ト
レ
ス
社
会
を
生
き
抜
く
た

め
に
！
〜
現
代
社
会
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
〜
」
講
演
内
容

講
師
　
松
崎
一
葉
氏

(

筑
波
大
学
大
学
院
社
会
医
学
系
教
授)

mm
hg

mm
hg
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【ス
ト
レ
ス
に
向
き
合
う
ち
か
ら
】

　

強
い
ス
ト
レ
ス
の
な
か
で
も
健
康
を
保

持
す
る
能
力
を
Ｓ
Ｏ
Ｃ(

Ｓ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ　

Ｏ
ｆ

Ｃ
ｏ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ)(

首
尾
一
貫
感
覚)

と
い
い
ま
す
。

１
優
意
味
感
を
も
た
せ
る

　

ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
「
そ
の
う
ち
面

　

白
く
な
っ
て
く
る
か
も
」

２
全
体
把
握
感

　

｢今
大
変
だ
、
だ
け
ど
２
カ
月
後
に
は
｣

　

状
況
を
把
握
し
、
先
を
見
通
す
力

３
経
験
的
処
理
可
能
感

　

｢い
つ
か
き
っ
と
う
ま
く
い
く
に
違
い 

　

な
い
｣

【メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
重
要
な
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
】

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て

１
受
容
、
２
傾
聴
、
３
共
感
。

　

支
援
は
、
｢話
を
聴
い
て
あ
げ
る
こ
と
、

寄
り
添
う
こ
と
、
い
つ
で
も
何
か
あ
っ
た

ら
言
っ
て
ね
、
話
し
た
い
時
が
き
た
ら
い

つ
で
も
聴
く
か
ら
ね
｣と
い
う
姿
勢
が
大

切
で
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
へ
の
対
応
も
こ
の
姿
勢
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(２
３
)７
６
０
１

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ
れ

て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自
由
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
国
民
の
基
本

的
人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
も
し
こ
れ
が
侵
犯
さ
れ
た
場

合
に
は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に

適
切
な
措
置
を
採
る
と
と
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
10
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

法
務
大
臣
か
ら
次
の
方
に
人
権
擁
護
委
員

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

齋
藤　
　

靜
氏
(再
任
・
蛭
田
）

　

西
村　

和
久
氏
(新
任
・
福
原
）

　

住
吉
す
み
子
氏
(新
任
・
薄
葉
）

　

大
髙　

泰
子
氏
(新
任
・
佐
良
土
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
防
災
係

　
　
　

(２
３
)１
１
１
１

　

９
月
21
日
に
発
生
し
ま
し
た
台
風
15
号

の
暴
風
雨
に
よ
り
被
害
に
あ
っ
た
田
、
畑

お
よ
び
農
業
用
水
路
・
揚
水
ポ
ン
プ
な
ど

の
災
害
復
旧
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
林
整
備
課
ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
対
　
象

　

工
事
費
10
万
円
以
上　

原
形
復
旧

●
補
助
率

　

工
事
費
の
50
％
(上
限
20
万
円
)

●
申
請
期
限　

11
月
30
日
(水
)ま
で

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
農
村
整
備
係

　
　
　

(２
３
)８
１
２
６

　

大
田
原
地
区
の
中
央
通
り
に
お
い
て
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

に
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
導
入
し
平

成
25
年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
道
路
や
公
園

等
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

一
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
は
、

金
燈
籠
交
差
点
に
｢金
燈
籠
ポ
ケ
ッ
ト
公

園
｣を
整
備
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
建

て
ら
れ
て
い
た
金
燈
籠
を
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
休
憩
所
、
水
飲
み
場
な
ど
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

新
し
く
整
備
さ
れ
た
当
公
園
は
、
地
域

住
民
の
交
流
や
暮
ら
し
の
付
加
価
値
を
高

め
る
場
と
し
て
、
ま
た
観
光
客
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

都
市
計
画
課
都
市
施
設
係

　
　
　

(２
３
)８
７
１
１

　

10
月
26
日
を
も
ち
ま
し
て
栃
木
県
指
定

二
次
避
難
所
の
運
営
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

３
月
16
日
の
開
所
時
よ
り
、
市
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
月
よ
り
通
常
営
業
を
開
始
い
た
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
丘

　
　
　

(２
８
)３
１
３
１

《
ス
ト
レ
ス
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
》

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

農
地
お
よ
び
農
業
用
水
路
・
揚
水
ポ

ン
プ
な
ど
の
災
害
復
旧
に
つ
い
て

金
燈
籠
ポ
ケ
ッ
ト
公
園
が

完
成
し
ま
し
た

避
難
所
の
運
営
を
終
了
し
ま
し
た 金燈籠ポケット公園

配偶者の死亡
離婚
夫婦別居
近親者の死亡
大きな怪我・病気
結婚
失業
夫婦の和解
退職
家族の病気
転職

家計状況の変化
親友の死
配置転換
夫婦の口論
100万円以上の抵当
仕事上の地位変化
妻の就職・退職
習慣の変更
上司とのトラブル
団らんする家族の変化
軽微な法律違反

出来事 出来事順位 点 点
1
2
3
5
6
7
8
9
10
11
15

16
17
18
19
20
22
26
29
30
39
43

100
73
65
63
53
50
47
45
45
44
39

38
38
36
35
31
29
26
24
23
15
11

順位
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与
一
の
里
大
田
原

「
佐
久
山
御
殿
山
紅
葉
ま
つ
り
」

与
一
の
里
大
田
原

「
佐
久
山
御
殿
山
紅
葉
ま
つ
り
」

●
期
　
日　

　

12
月
１
日（
木
）〜
２
日（
金
）１
泊
２
日

●
運
行
先　

北
陸
方
面（
バ
ス
利
用
）

●
コ
ー
ス　

兼
六
園　

金
沢
城
公
園　

ひ

　

が
し
茶
屋
街　

山
代
温
泉（
泊
）　

東
尋

　

坊　

永
平
寺　

九
谷
満
月　

ま
っ
と
う

　

車
遊
館

●
募
集
人
員　

１
２
０
名

●
旅
行
代
金　

３
万
５
０
０
０
円（
部
屋
は

　

４
〜
５
名
の
利
用
。２
〜
３
名
で
１
部

　

屋
ご
希
望
の
場
合
は
ル
ー
ム
チ
ャ
ー
ジ

　

代
と
し
て
１
部
屋
１
万
５
０
０
円
を
別

　

途
申
し
受
け
ま
す
）

●
申
込
締
切　

11
月
21
日（
月
）

※
詳
細
は
、
広
報
お
お
た
わ
ら
９
月
15
日

　

号
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

●
申
し
込
み
先

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
交
流
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

　

大
田
原
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
５
４
）１
０
４
０

　

湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

　
　
　
（
９
８
）２
１
１
１

　

推
定
樹
齢
約
２
０
０
余
年
と
い
わ
れ
る

土
佐
楓
を
は
じ
め
、佐
久
山
御
殿
山
公
園
内

の
す
ば
ら
し
い
紅
葉
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
期
　
間　

11
月
10
日（
木
）〜
27
日（
日
）

　

ま
で
の
18
日
間

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
内
容

  【
紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

　

紅
葉
ま
つ
り
開
催
期
間
中
の
午
後
５
時

　

〜
９
時
30
分
、
60
基
の
照
明
を
設
置
し

　

て
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

  【
イ
ベ
ン
ト
】

  〈
11
月
13
日（
日
）〉

○
餅
つ
き
（
無
料
試
食
）
／
福
原
餅
つ
き
唄

　

保
存
会

・
時
間

　

１
回
目　

午
前
11
時
ご
ろ
〜

　

２
回
目　

午
後
０
時
20
分
ご
ろ
〜

　

３
回
目　

午
後
１
時
30
分
ご
ろ
〜

・
場
所　

佐
久
山
小
学
校
校
庭

○
野
点
茶
会（
無
料
試
飲
）／
市
内
籔
内

　
（
や
ぶ
の
う
ち
）流
社
中
の
皆
さ
ん

・
時
間　

午
前
10
時
ご
ろ
〜
午
後
２
時
30

　

分
ご
ろ

・
場
所　

御
殿
山
中
腹

※
先
着
２
５
０
名
で
終
了
に
な
り
ま
す
。

○
雅
楽
吹
奏

　
《
佐
久
山
小
児
童
雅
楽
部
》

・
時
間　

午
後
１
時
ご
ろ
〜

　
《
正
浄
寺
雅
楽
隊
》

・
時
間　

午
後
１
時
30
分
ご
ろ
〜

※
場
所
は
い
ず
れ
も
御
殿
山
中
腹

○
箏
曲
演
奏
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
箏
曲
部

・
時
間　

午
前
11
時
ご
ろ
〜
、正
午
ご
ろ
〜

・
場
所　

御
殿
山
中
腹

  〈
11
月
10
日（
木
）〜
27
日（
日
）〉

○
農
産
物
な
ど
の
直
売

・
時
間　

午
前
10
時
ご
ろ
〜
午
後
３
時
ご
ろ

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

佐
久
山
地
区
活
性
化
協
議
会

　

会
長　

永
井　

全

　
　
　
（
２
８
）１
３
９
１

　

芭
蕉
公
園
内
の「
旧
浄
法
寺
邸
」は
、
俳

聖
松
尾
芭
蕉
の
愛
弟
子
で
あ
っ
た
黒
羽

藩
城
代
家
老
浄
法
寺
桃
雪
邸
の
跡
地
に

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。芭
蕉
は
『
お
く
の

ほ
そ
道
』行
脚
で
こ
こ
を
拠
点
に　

留
し
、

心
身
と
も
に
休
養
し
た
場
所
で
す
。特
に

紅
葉
の
見
ご
ろ
と
な
る
左
記
日
時
に
一

般
開
放
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

11
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）・
19
日

　
（
土
）・
20（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
　
所

　

旧
浄
法
寺
邸（
芭
蕉
公
園
内
）

●
内
　
容

　

芭
蕉
の
里
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ふ
る

　

さ
と
を
知
る
会
」
に
よ
る
お
茶
の
提
供
、

　

公
園
周
辺
の
ガ
イ
ド
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

●
日
　
時

　

11
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
27
日
は
午
後
3
時
ま
で

●
場
　
所

　

那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　
（
入
場
無
料
）

●
内
　
容

　
『
高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
講
座
』
に
よ

　

る
作
品
展

　
（
陶
芸
・
竹
工
芸
・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
）

  「
高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
講
座
」と
は

　

高
齢
者
の
経
験
と
知
識
を
生
か
し
、
そ

　

の
希
望
と
能
力
に
応
じ
社
会
的
活
動
を

　

行
う
場
を
提
供
し
、
高
齢
者
の
生
き
が

　

い
づ
く
り
と
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を

　

目
的
に「
工
房
わ
か
く
さ
」、「
黒
羽
希
望

　

の
家
」に
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
実
施
講
座

・「
工
房
わ
か
く
さ
」
陶
芸
講
座
・
竹
工
芸

　

講
座
・
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

・「
黒
羽
希
望
の
家
」陶
芸
講
座

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
高
齢
対
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
４
０

紅
葉
時
期
に
旧
浄
法
寺
邸
を
開
放

紅
葉
時
期
に
旧
浄
法
寺
邸
を
開
放

第
27
回

大
田
原
市
民
号
参
加
者
募
集

北
陸
い
い
と
こ
ど
り
！

　
　

兼
六
園
～
永
平
寺
を
訪
ね
て

北
陸
い
い
と
こ
ど
り
！

　
　

兼
六
園
～
永
平
寺
を
訪
ね
て

日新旅行社　　　　（２２）５３５５
那須旅行社　　　　（２８）０２６３
ミル･ドゥ･ツール　　
エーエムトラベル　
滝観光　　　　　　（５４）３２３１
東陽旅行社　　　　（５４）０９８３
トラベル加藤　　　（９８）２２２２

※旅行代金を添えてお申し込みくだ
　さい。グループでの申し込みの場
　合は、申込時にお知らせください。

生
き
が
い
づ
く
り
講
座
作
品
展

生
き
が
い
づ
く
り
講
座
作
品
展

（２３）００９０
（５４）４４４４

栃木県旅行業協会大田原地区会

－
－

－
－

－
－

－
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第
10
回
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

第
10
回
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

　

透
き
通
っ
た
冬
空
の
下
に
輝
く
美
し
い

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
私
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

例
年
、
大
田
原
市
の
冬
の
名
物
と
し
て

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
皆
さ

ま
に
お
楽
し
み
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
節
電
を

考
慮
し
た
上
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
節
電
の
た
め
の
工

夫
を
審
査
対
象
に
加
え
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
規
模
で
は
な
く
、
テ
ー
マ
・
コ
ン

セ
プ
ト
な
ど
の
表
現
を
重
視
し
た
審
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
飾
り
付
け
が
初
め
て
の

皆
さ
ま
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間

○
受
付
期
間　

11
月
７
日（
月
）〜
21
日（
月
）

○
点
灯
期
間　

12
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

●
賞

・
金
賞　

１
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育
て

　

チ
ケ
ッ
ト
５
万
円
分
）

・
銀
賞　

２
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育
て

　

チ
ケ
ッ
ト
３
万
円
分
）

・
銅
賞　

５
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育
て

　

チ
ケ
ッ
ト
１
万
円
分
）

・
佳
作　

10
本　

賞
状
、
副
賞（
市
子
育
て

　

チ
ケ
ッ
ト
５
０
０
０
円
分
）

・
そ
の
他
、特
別
賞
・
参
加
賞
あ
り
。

●
参
加
資
格

　

市
内
に
在
住
す
る
団
体
、法
人
、個
人

●
申
込
方
法

・
指
定
の
申
込
書
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

を
撮
影
し
た
写
真（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

　

撮
影
し
た
も
の
を
プ
リ
ン
タ
ー
で
印
刷

　

し
た
も
の
で
も
可
）を
添
え
て
、
商
工
観

　

光
課
、
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー（
黒
羽
庁
舎

　

内
）、
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
の
い
ず

　

れ
か
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
写
真
撮
影
が
で
き
な
い
場
合
は
、事
務
局

　

で
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
審
査
方
法

・
第
１
次
審
査　

写
真
審
査

・
第
２
次
審
査　

市
が
委
嘱
す
る
審
査
員

　

が
現
地
を
回
り
、各
賞
を
決
定
。

●
審
査
日　

11
月
25
日（
金
）

●
結
果
発
表

・
各
賞
受
賞
者
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

・
上
位
入
賞
者
の
作
品
は
、
広
報
お
お
た

　

わ
ら
１
月
１
日
号
に
そ
の
写
真
を
掲
載

　

し
ま
す
。

・
申
込
者
の
氏
名
と
設
置
場
所
を
案
内
す

　

る
マ
ッ
プ
を
広
報
お
お
た
わ
ら
12
月
15

　

日
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
注
意
事
項　

屋
内
の
飾
り
付
け
は
審
査

　

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
商
業
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

●
日
　
時

　

11
月
23
日（
水
・
勤
労
感
謝
の
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

●
場
　
所

　

黒
羽
刑
務
所（
寒
井
１
４
６
６
‐
２
）

●
内
　
容

○
裁
判
員
制
度
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

　

裁
判
員
制
度
や
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場

　

合
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

○
刑
務
所
内
見
学

　

受
刑
者
の
作
業
場
所
な
ど
を
公
開

　
（
最
終
受
付
は
午
後
１
時
30
分
）

○
刑
務
所
の
現
状

　

刑
務
官
の
日
々
の
勤
務
の
様
子
な
ど
を

　

パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
。刑
務
所
の
給
食

　

試
食
会（
３
５
０
円
）

○
体
験
教
室

　

刑
務
所
作
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
木

　

工
製
品
製
作
体
験
（
５
０
０
円
）、
民
芸

　

品
絵
付
け
体
験
（
２
０
０
円
）、
ミ
ニ

　

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
刺
し
ゅ
う
体
験

○
バ
ザ
ー　

手
芸
品
、日
用
品
、食
料
品
、

　

飲
食
物　

な
ど

○
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
・
販
売

　

全
国
の
刑
務
所
で
受
刑
者
が
製
作
し
た

　

製
品
約
５
５
０
種
類
、
１
万
７
０
０
０

　

点
を
一
堂
に
展
示
・
販
売

　

各
種
家
具
、
工
芸
品
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
用

　

品
、日
用
雑
貨
な
ど

※
味
噌
、醤
油
は
整
理
券
に
よ
る
販
売

○
記
念
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー

　

子
ど
も
サ
イ
ズ
の
刑
務
官
制
服（
男
女

　

用
）を
着
用
し
て
記
念
写
真
撮
影

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
黒
羽
幼
稚
園
児
に
よ
る
鼓
笛
隊
演
奏

・
黒
羽
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
黒
羽
太
鼓
の
演
奏

・
田
町
囃
子
会
に
よ
る
お
囃
子
の
演
奏

・
黒
羽
鳴
子
会
に
よ
る
鳴
子
踊
り
な
ど

・
フ
ラ
ビ
ー
ナ
ス
会
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

　

シ
ョ
ー

・
黒
羽
刑
務
所
職
員
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

・
加
山
裕
花
、奈
奈
美
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
刑
務
所　

作
業
部
門

　
　
　
（
５
４
）１
１
９
８

●
日
　
時

　

11
月
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
場
　
所

　

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

　
（
さ
く
ら
市
喜
連
川
５
５
４
７
）

●
内
　
容

・
施
設
見
学（
午
前
・
午
後
の
２
回
、
受
付

　

順
各
１
５
０
名
）

・
矯
正
教
育
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示

・
刑
務
所
作
業
製
作
品
の
展
示
即
売
会

・
地
元
幼
稚
園
児
に
よ
る
鼓
笛

・
地
元
小
学
校
吹
奏
学
部
の
演
奏

・
喜
連
川
公
方
太
鼓
の
演
奏

・
ア
ロ
ハ
チ
ェ
リ
ー
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス

・
地
元
歌
手
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

喜
連
川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
８
６
）３
１
１
１

第
28
回

地
域
と
ふ
れ
あ
い
の
黒
羽
矯
正
展

第
28
回

地
域
と
ふ
れ
あ
い
の
黒
羽
矯
正
展

第
３
回
き
つ
れ
が
わ
矯
正
展

第
３
回
き
つ
れ
が
わ
矯
正
展

昨年のハーモニーホール
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土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
湯
津
上
地
区
・
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

　

住
宅
防
火
・
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン

ト（
３
つ
の
習
慣
と
４
つ
の
対
策
）

  〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離

　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
傍
ら
を
離
れ
る
と

　

き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

  〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

　

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

　

す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

　

住
宅
用
消
火
器
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

　

た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体
制
を
作
る
。

○
吹
鳴
期
間　

11
月
９
日（
水
）〜
15
日（
火
）

○
吹
鳴
時
間

　

午
前
７
時
、午
後
６
時（
15
秒
間
）

○
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
署　
　
　
　
（
２
２
）３
１
５
２

　

黒
羽
分
署　
　
　
（
５
４
）１
１
４
４

　

湯
津
上
分
署　
　
（
９
８
）３
２
３
５

  〈
ひ
か
り
幼
稚
園
児
・
女
性
防
火
ク
ラ

　

ブ
員
〉

●
日　

時　

11
月
９
日（
水
）　

午
前
10
時

　

30
分
〜　
（
雨
天
時　

10
日（
木
））

●
出
発
場
所　

ひ
か
り
幼
稚
園

  〈
く
ろ
ば
ね
幼
稚
園
児
・
女
性
防
火
ク
ラ

　

ブ
員
〉

●
日　

時　

11
月
11
日（
金
）　

午
前
10
時

　

30
分
〜　
（
雨
天
時　

14
日（
月
））

●
出
発
場
所

　

黒
羽
向
町
か
ま
く
ら
駐
車
場

　

大
田
原
市
防
火
管
理
協
会
で
は
、
秋
季

火
災
予
防
運
動
に
伴
い
、
市
内
各
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
か
ら
火
災
予
防
用
防
火

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
審
査
し

た
結
果
、
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

  【
小
学
５
年
生
の
部
】

○
金
賞　

刈
生
田
夏
希（
佐
久
山
小
）

○
銀
賞　

遠
藤　

匠
真（
蜂
巣
小
）

○
銅
賞　

秋
元　

駿
哉（
大
田
原
小
）

  【
小
学
６
年
生
の
部
】

○
金
賞　

船
山　

深
来（
金
丸
小
）

○
銀
賞　

吉
田　

千
紗（
紫
塚
小
）

○
銅
賞　

小
林　

由
莉（
西
原
小
）

  【
中
学
１
年
生
の
部
】

○
金
賞　

阿
久
津
雄
大（
湯
津
上
中
）

○
銀
賞　

竹
野
井　

遼（
野
崎
中
）

○
銅
賞　

阿
久
津
朱
音（
金
田
北
中
）

  【
中
学
２
年
生
の
部
】

○
金
賞　

伊
沢　

知
哉（
金
田
南
中
）

○
銀
賞　

藤
田　

成
美（
黒
羽
中
）

○
銅
賞　

小
山　

萌
夏（
大
田
原
中
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
２
２
）３
０
１
６

●
日　

時

　

11
月
14
日（
月
）〜
20
日（
日
）

  【
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

　

ン
」強
化
週
間
】

●
時　

間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後

　

５
時
）

●
相
談
内
容

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴

　

力
や
職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

　

ど
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
人
権
問
題
を
め

　

ぐ
る
相
談

●
担
当
者

　

女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権
擁
護

　

委
員

●
実
施
機
関

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
、
栃
木
県
人
権
擁

　

護
委
員
連
合
会

●「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

全
国
共
通
番
号（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

■
問
い
合
わ
せ

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）０
９
２
５

防
火
思
想
を
高
め
る
た
め
、

運
動
期
間
中
に
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴(

す
い
め
い)

し
ま
す

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ（
幼
稚
園
児
）

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド

火
災
予
防
用
防
火
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者

消
火
器

全
国
一
斉  「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」 
電
話
相
談
開
設

消したはず
　決めつけないで
　　　　　  もう一度

平成23年秋季
全国火災予防運動
11月９日（水）～15日（火）

金丸小６年　船山深来さんの作品
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お知らせ

米
粉
パ
ン
作
り
の
講
習
会
開
催

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
へ

　

く
ら
し
の
会
で
は
食
の
安
全
・
安
心
、

米
の
消
費
拡
大
な
ど
を
考
え
る
た
め
、
米

粉
パ
ン
作
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

11
月
29
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
市
東
地
区
公
民
館

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
者

●
定
　
員　

25
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

２
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

●
申
込
方
法　
11
月
18
日
（
金
）
ま
で
に
生
活

　

環
境
課
市
民
生
活
係
ま
で
電
話
で
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
会
長　

菊
池

　
　
　
（
２
２
）６
１
９
４

  《
申
し
込
み
の
み
》

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

財
務
省
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

で
は
、
多
重
債
務
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。費
用
は
無
料
で
、個
人
の
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
。相
談
を
お
聞
き
し
た
後
、必
要
に

応
じ
法
律
専
門
家
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は「
お
気
軽
に
」お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
相
談
受
付
日
時
　
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

　

を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

　

１
時
〜
４
時
30
分

●
費
　
用　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

財
務
省
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

　
　
　

０
２
８（
６
３
３
）６
２
２
１（
代
表
）

  【
自
動
車
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
へ
】

〜
重
度
障
害
者
介
護
料
支
給
制
度
〜

●
対
象
者
・
支
援
内
容

　

自
動
車
、オ
ー
ト
バ
イ
事
故
に
よ
り
、脳
、

　

骨
髄
、
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、
後
遺
障

　

害
の
程
度
が
次
に
該
当
さ
れ
る
方

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
万
８
５
７
０
円
〜
13
万
６
８
８

　

０
円
支
給

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
万
９
２
９
０
円
〜
５
万
４
０
０

　

０
円
支
給

  【
中
学
生
ま
で
の
交
通
遺
児
の
た
め
に
】

〜
育
英
資
金
貸
付
制
度（
無
利
子
）〜

●
対
象
者
・
支
援
内
容

　

保
護
者
の
方
が
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

　

事
故
に
遭
わ
れ
て
亡
く
な
ら
れ
た
り
、

　

重
い
後
遺
症
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た

　

ご
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

・
貸
付
金

　

一
時
金　

15
万
５
０
０
０
円

　

月　

額　

２
万
円

　

入
学
支
度
金　

４
万
４
０
０
０
円

※
返
還
方
法
は
卒
業
後
20
年
以
内
の
均
等

　

払
い
。（
高
校
・
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た

　

場
合
は
、在
学
期
間
中
返
還
猶
予
）

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

栃
木
県
支
所
被
害
者
援
護
業
務
担
当

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）９
０
０
１

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

支
援
制
度
に
つ
い
て

とちぎテレビデータを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビデータを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビデータを利用した｢データ放送｣をご利用くださいとちぎテレビデータを利用した｢データ放送｣をご利用ください

図２

図１

図３

●操作手順
※ご使用のリモコンによっては、多少操作が異なる場合が
　あります。

【d】ボタン
【▲▼】ボタン
【決定】ボタン

■問い合わせ　
　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

①チャンネルを｢とちぎテレビ｣に合わせます。

②リモコンの【d】ボタンを押してください。

③右の図１のように｢データ放送｣の画面になります。

④リモコンの矢印ボタン【▲▼】で見たい項目に枠を
　移動させ、【決定】ボタンを押します。

⑤図２のように画面が変わり、掲載さえれている項
　目の一覧が表示されます。

⑥一覧の中から読みたい記事を矢印ボタン【▲▼】で
　選び【決定】ボタンを押します。

⑦図３のように記事の詳細が表示されます。

⑧【決定】か【戻る】ボタンを押すと、前の画面に戻り
　ます。

テレビ映像を全画面表示に戻すには、もう一度【d】
ボタンを押してください。
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電
話
で
の
詐
欺
と
い
え
ば
、「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
や
「
カ
ー
ド
詐
欺
」
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
が
、
最
近
で
は
未
公
開
株
や
社
債
な

ど
の
儲
け
話
を
エ
サ
に
多
額
の
お
金
を
だ

ま
し
取
る
「
劇
場
型
詐
欺
」
と
呼
ば
れ
る
詐

欺
で
の
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
が
、
要
は
架
空
の
儲
け
話
を
数
人

で
信
じ
込
ま
せ
、
お
金
を
振
り
込
ま
せ
ま

す
。途
中
で
詐
欺
と
気
付
い
て
も
「
振
り
込

ま
な
い
と
裁
判
に
す
る
」
な
ど
と
脅
迫
め

い
た
言
葉
に
負
け
て
、
つ
い
つ
い
お
金
を

振
り
込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

い
か
に
も
「
あ
な
た
だ
け
特
別
に
」
の
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
て
き
ま
す
が
、
手
当
た

り
し
だ
い
電
話
を
か
け
て
い
る
だ
け
で
、

そ
の
内
容
は
株
や
社
債
に
限
ら
ず
、
土
地

や
貴
金
属
な
ど
の
場
合
も
あ
り
、
も
と
も

と
嘘
の
話
な
の
で
い
く
ら
で
も
作
れ
る
の

で
す
。

　

ま
た
、一
度
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、

「
そ
の
損
害
を
取
り
返
し
ま
し
ょ
う
」
と
別

の
儲
け
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
次
々
に
悪
質
業
者
の
標
的
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
詐
欺
や
二
次
被
害
に
あ
わ

な
い
た
め
に
日
ご
ろ
か
ら
次
の
こ
と
に
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

・
金
融
商
品
で
簡
単
に
儲
か
る
話
は
な
い

　

の
で
、き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

・
ま
ず
は
、
ご
家
族
や
知
人
に
話
し
て
み

　

ま
し
ょ
う
。自
分
だ
け
儲
け
よ
う
と
い

　

う
気
持
ち
が
あ
る
と
悪
質
業
者
の
思
う

　

つ
ぼ
で
す
。

・「
家
族
に
内
緒
で
…
」
も
危
険
で
す
。気

　

が
付
い
て
か
ら
も
相
談
で
き
ず
に
あ
き

　

ら
め
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

　

せ
ん
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　

情
報
は
い
く
ら
で
も
作
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
。安
易
に
信
じ
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
、
相
手
の
特
定

　

が
困
難
で
あ
り
、特
定
し
た
と
し
て
も

　

返
金
に
な
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

　

ま
せ
ん
。

・
少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
に
は

　

取
引
を
見
合
わ
せ
、
ま
わ
り
の
人
や
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
詐
欺

だ
と
思
う
よ
う
な
電
話
勧
誘
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
３
）６
２
３
６

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

儲
け
話
は
詐
欺
を
疑
っ
て

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※太文字の物はくらし情報館に展示してあります

不用品登録状況（10月15日現在)

●お母さん・お子さん向け
　野崎幼稚園制服、ベビーベッド、机
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　スチールベッド、エレクトーン、サイドボード、
　クロスバイク、シングルベッド
●その他
　毛布、バスケットゴール、雛人形（７段飾り）、金太郎人
　形（ケース入り）

●お母さん・お子さん向け
　抱っこひも、チャイルドシート、ベビーカー、
　ジュニアベッド、ベビーベッド
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ミシン、地デジ対応テレビ、２ドア冷蔵庫、自転車、
　炊飯ジャー、マッサージチェア、アップライトピアノ、
　CDラジカセ、ノートパソコン、足踏みミシン、エレキギター
●その他

くらし情報館情報くらし情報館情報

「不用品登録」利用方法
◆ゆずりたい
○不用品は修繕などが不要で再利用できる物。
○展示できる大きさは概ね、幅および奥行きがそれぞ
　れ 60 ㎝未満、高さ２m未満としますが、詳細はお
　問い合わせください。
※搬入は各自でお願いします。
○展示できない大きな物や、持ち込みができない方は
　電話で登録をしてください。
◆ゆずってほしい
○展示してある物はその場で引き取りができます。
○ゆずってほしい物を直接または電話でご登録くだ
　さい。
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆずりたい方の電話番
　号のみをゆずってほしい方にお教えしますので、そ
　の後は当人同士で交渉を行ってください。
○交渉の成立、不成立にかかわらず、結果を報告して
　ください。その報告をもって交渉成立の場合は登録
　内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求などはしないでく
　ださい。万が一、金銭トラブルなどが起きた場合で
　も、取引に関して責任は負いません。
○対象は市内在住の個人としますので事業者や法人
　の利用は固くお断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌月から３カ月とし、
　引き続き登録をしたい場合はその旨ご連絡ください。

■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時　11 月２日（水）、  ５日（土）、  ７日（月）、
　　　　　　　　　 ９日（水）、13 日（日）、 18 日（金）、
　　　　　　　　　21 日（月）、24 日（木）、28 日（月）、
　　　　　　　　　30 日（水）
     　　　　　　いずれも午前 10 時～午後３時

※有料希望は受け付けません
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
急
な
発
熱
や
、

さ
む
気
、頭
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
が
で
た
後
、

続
け
て
の
ど
の
痛
み
、
せ
き
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。
特
に
高
齢
者
が
か
か
る

と
、肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、

重
症
化
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
最
も
有
効
で
す
。

　

大
田
原
市
で
は
左
記
の
方
を
対
象
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象
者

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　

す
る
方

①
接
種
日
当
日
に
65
歳
以
上
の
市
民
で
、

　

接
種
を
希
望
す
る
方

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、
心

　

臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
が
あ

　

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方
、
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

　

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
日

　

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の

　

障
害
を
有
す
る
方

●
接
種
期
間

　

10
月
中
旬
〜
平
成
24
年
２
月
29
日(

水)

●
接
種
回
数

　

原
則
と
し
て
３
価
ワ
ク
チ
ン
を
１
人
に

　

つ
き
１
回

●
接
種
場
所

　

市
内
の
医
療
機
関(

左
表
の
と
お
り
）

※
那
須
塩
原
市
お
よ
び
那
須
町
の
医
療
機

　

関
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
事
情
に
よ
り
、

　

大
田
原
市
・
那
須
塩
原
市
・
那
須
町
以

　

外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る

　

場
合
は
、
事
前
に
健
康
政
策
課
健
康
危

　

機
対
策
係
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
料
　
金

　

無
料(

大
田
原
市
・
那
須
塩
原
市
・
那

　

須
町
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合)

※
２
回
目
の
接
種
お
よ
び
問
診
の
み
の
場

　

合
は
、
自
己
負
担
が
生
じ
ま
す
。

●
持
参
す
る
も
の

　

保
険
証
ま
た
は
老
人
健
康
手
帳

●
受
け
方

　

本
人
ま
た
は
家
族
が
医
療
機
関
に
事
前

　

に
連
絡
し
、
体
調
の
良
い
時
に
受
け
る

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
現
在
の
と
こ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　
接
種
の
助
成
は
定
期
接
種
の
み
と
な
り

　
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
７
５

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

定
期
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
に
つ
い
て

※ 受診する際は、事前に医療機関に連絡をしてください。
【 大田原市内のインフルエンザ予防接種実施医療機関 】

湯津上

黒　

羽

大　

田　

原

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
阿部内科
池永腎内科クリニック
礒外科小児科医院
大田原赤十字病院
鎌田浅香医院
木戸内科クリニック
国際医療福祉大学クリニック
小林内科外科医院
齋藤内科医院
高橋医院
高橋外科医院
だいなリハビリクリニック
ときながメンタルクリニック
長嶋医院
那須中央病院
西田整形外科医院
橋本内科クリニック
藤田医院
増山医院
増山胃腸科クリニック
松井医院
室井病院
山の手岡くりにっく
吉成小児科医院
渡辺整形外科医院
増山医院
磯　医院
江部医院
車田医院
くろばね齋藤醫院
益子医院
益子クリニック

中央2-1-2
城山2-5-29
佐久山2018
町島200-8
浅香3-3711
住吉町2-7-3
浅香3-3-9
美原2-2831-153
北金丸2600-6
富士見1-1606-265
新富町3-4-18
滝沢355
住吉町1-11-20
紫塚3-2633-10
美原2-3196-52
下石上1246
下石上1453
元町1-9-18
元町1-2-14
野崎2-7-14
小滝1107-6
加治屋83-413
城山1-2-3
末広1-2-5
山の手2-21-10
新富町2-1-22
浅香1-4-3
佐良土861
黒羽向町8
黒羽向町60
大豆田457-24
黒羽田町612
大久保266
黒羽田町827

（２２）２１２２
（２３）１１３１
（２８）００５３
（２４）７０７０
（２２）２６０１
（２３）１１２２
（２２）２７０３
（２０）３２００
（２４）１００１
（２３）８８７０
（２２）６１１５
（２８）１１５１
（２２）２６２４
（２０）３１０２
（２０）１００６
（２９）００５０
（２９）２１２１
（２０）３１００
（２２）２２２０
（２９）００１０
（２２）２３３６
（２３）６３２１
（２２）２０６７
（２３）６６２２
（２０）２２５１
（２２）２４１２
（２２）７５８３
（９８）２００８
（５４）００２０
（５４）００１３
（５４）００６２
（５４）００３１
（５９）０８３５
（５４）２７２７

地区 医療機関名 所在地 電話番号
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■相談・問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　 （２３）７６０１

●世界で10秒に1人の命を奪う糖尿

　国連は、世界中で拡大し続ける糖尿病の予防や治療を啓発するために11月14日を｢世界糖尿病デー｣ 
　としました。ブルーサークルをシンボルに、11月14日は、世界中(75カ国)がブルーに染まります。
　日本では東京タワーを初め、栃木県でも宇都宮タワーなど各地でブルーにライトアップされさまざ
　まなイベントが行われます。このように(社)糖尿病学会や(社)日本糖尿病協会が中心となって糖尿
　病予防活動の輪を広げています。

●11月14日は｢世界糖尿病デー｣です！！

　一般的に死に至る病気との認識は薄いですが、実に年間380万人以上が糖尿病の引き起こす合併症
　などが原因で死亡しています。これは世界のどこかで、10秒に１人が糖尿病に関連する病で命を奪
　われている計算です。日本では40歳以上の３人に１人が糖尿病または糖尿病予備群であることが、
　平成18年国民健康・栄養調査速報で発表されました。

●遺伝だからとあきらめていませんか？
　親が糖尿病であれば、確かに糖尿病になりやすい体質ではありますが、必ず発症するわけではなく、
　環境要因に影響されるといわれます。食生活・運動習慣によって予防ができるのです。

●どうして血糖が下がらなくなるの？
　すい臓で分泌されるインスリンとは、ブドウ糖を肝臓や筋肉に蓄えるなどエネルギーとして使う時
　に必要なホルモンです。すい臓からの分泌量が少なかったり、インスリンの質が悪く効きが悪かっ
　たりすると、血中の糖が処理されず高血糖になります。

糖尿病の95％を占める2型糖尿病は食事や運動などの生活習慣で予防できます。

●糖のゆくえ

★第２回  糖尿病予防最前線(全６回)★★第２回  糖尿病予防最前線(全６回)★
「メカニズム  わかれば  きっと  怖くない」「メカニズム  わかれば  きっと  怖くない」

インスリン不足と効きの悪さ。
生活習慣が密接に関係している。
糖尿になりやすい体質があっても予防が可能。
40 歳以上の発症が多いが、小児や若年者でも
生活習慣によっては発症する。

インスリン欠乏
すい臓の障害。インスリン注射が必要となる。
小児～ 30 歳の発症が多い。

他の病気から 2次的に発症する
肝臓病・すい臓病・内分泌疾患・薬剤など

妊娠中のみ発症。食習慣で予防可能。
高血糖が続く時や、年齢が高くなると本物の糖
尿病になる可能性あり。

２型糖尿病 １型糖尿病

その他 妊娠糖尿病

《糖尿病の種類》

★→ ○

★→ ○

★★★★★★

★★★

Ｙ

Ｙ Ｙ

Ｙ
Ｙ

○★ ★

（★糖、○脂肪、▲インスリン、Ｙ糖運び係）

ゆくえ
時　間
役　割

図

内　容
空腹になっても、筋肉や内臓を
動かすために、肝臓内に糖を蓄
えておく。脂肪肝など肝臓が傷
むと糖の処理がうまくいかない。

この時間に運動をすると、効果
的に血糖を下げることができ
る。脂肪筋になると糖の処理が
うまくできない。

あまった糖は脂肪細胞に蓄積さ
れる。脂肪脂肪が多いとインス
リンの効きを悪くする。

①肝臓へ ②筋肉へ ③脂肪細胞へ
食後 30 分ごろ 食後１時間ごろ 食後２時間ごろ
糖の貯蔵庫 糖の消費 余った糖の貯蔵庫
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●正常から高血糖そして高血糖から糖尿病へのメカニズム

正常のパターン

食べる・飲む インスリンの分泌 糖の取り込み

飲食後、胃で消化吸収
され、糖が血液の中に
取り込まれる

血液中に糖が取り込まれ
ると瞬時にインスリンが
すい臓から分泌される

インスリンによって血
液中の糖は肝臓や筋肉、
脂肪組織に取り込まれ
血糖が下がる

食べ過ぎや飲み過ぎで
糖尿病の兆しになると・・・

インスリンの分泌が遅れる 食後に高血糖

インスリン分泌低下

すい臓が疲れて、イン
スリンをすぐ分泌でき
なくなる

高い血糖を下げるため
にインスリンを多く分
泌させ、空腹時には正
常にさせる

高インスリン血症

血糖が下がりにくい

内臓脂肪・運動不足 インスリンの働きが悪くなる 内臓脂肪の蓄積促進

インスリンは脂肪の
合成や貯蔵を促進す
るため太っていく

内臓脂肪からインスリン
の働きを阻害する物質が
分泌される
筋肉にも脂肪がつくと脂
肪筋になりインスリンの
受け入れ反応が鈍くなる

内臓脂肪はインスリンの働きを低下
させるため、多量のインスリンが必
要とされる。そのインスリンの作用
で内臓脂肪が蓄積されてしまい悪循
環に陥る。

インスリンは徐々に出なくなってきます
少しのインスリンで効果的に血糖を下げるようにすることが大切です

この状態が本人の気づかないうちに進み、本物の糖尿病へとなっていきます

悪循環

 

 

悪循環

空腹時血糖が正常範囲でもHbA1c が高くなる・・・それは糖尿病の兆し？！

高インスリン血症
血液中にインスリン量が多くなる。
インスリンの作用により高血圧や
脂質異常症、高尿酸血症をおこす。

高血糖がすい臓を疲れさせ、イン
スリン分泌不足を起こしさらに高
血糖となる。悪循環に陥る。

正常者

食後高血糖者

空腹時高血糖者

★次回は、糖尿病(高血糖)の症状についてです。
これらは、生活習慣で改善できます。メカニズムを知って糖尿病を予防しましょう。

食
　
事

２
時
間

食
　
事

２
時
間

食
　
事

２
時
間

食後の血糖の違い
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●
日
　
時　

11
月
17
日(

木)

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

正
午
開
場

●
場
　
所

　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ
　
「
食
育
の
す
す
め
〜
大
切
な

　

も
の
を
失
っ
た
日
本
人
」

●
講
　
師

　

服
部　

幸
應
氏(

料
理
解
説
者
・
服
部

　

栄
養
専
門
学
校
校
長)

《
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

　

１
９
４
５
年
、
東
京
生
ま
れ
。
立
教
大 

　

学
卒
。
健
康
大
使
や(

社)

全
国
調
理
師

　

養
成
施
設
協
会
会
長
を
は
じ
め
役
職
多

　

数
。
藍
綬
褒
章
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
政
府

　

よ
り
国
家
功
労
勲
章
な
ら
び
に
農
事
功

　

労
勲
章
を
受
賞
。
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ
オ
で
も

　

活
躍
し
、
食
に
関
す
る
著
書
多
数
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

１
１
０
０
名(

先
着
順)

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

　

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ミ
ナ
ー
当

　

日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推

　

進
委
員
会
、
大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

　

事
務
局(

健
康
政
策
課
内
）

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
４

　
12
月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
ち
な

ん
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
時

　

11
月
29
日(

火)

〜
12
月
１
日(

木)

　

午
後
３
時
〜
４
時

●
場
　
所　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
検
査
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
即
日
検
査
、
相
談
。

※
予
約
不
要
、
匿
名
、
無
料
で
受
付
。
感

　

染
機
会
か
ら
12
週
経
過
し
た
人
が
対
象
。

●
検
査
結
果　

採
血
後
１
時
間
程
度
で
本

　

人
面
接
の
う
え
直
接
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

場
合
に
よ
り
、
詳
し
い
検
査
が
必
要
と

　

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

健
康
対
策
課
感
染
症
予
防
担
当

　
　
　

(

２
２)

２
６
７
９

●
主
　
催　

塩
原
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
、

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
、
国
際
医
療
福
祉

　

大
学
病
院

●
日
　
時　

12
月
３
日(

土)

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
Ｂ

　

棟
４
階
研
修
室
４(

病
院
玄
関
か
ら
会

　

場
ま
で
ス
タ
ッ
フ
が
ご
案
内
し
ま
す
。)

●
内
　
容　

日
々
の
生
活
に
役
立
つ
便
利
グ

　

ッ
ズ
の
紹
介
、
炊
飯
器
を
利
用
し
た
簡
単

　

調
理
、
白
杖
や
音
声
パ
ソ
コ
ン
体
験
な
ど

●
対
　
象　

見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
方

　

ご
本
人
、
ご
家
族
、
そ
の
他
関
心
の
あ

　

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
可

●
定
　
員　

30
名
程
度

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法　

12
月
２
日(

金)

ま
で
に
塩

　

原
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
申

　

し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
支
援
課

　
　
　

０
２
８
７(

３
２)

３
６
０
４

健
康
セ
ミ
ナ
ー（
第
４
回
）

見
え
な
い・
見
え
に
く
い
方
の
た

め
の
お
役
立
ち
講
座
を
開
催

県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

服部　幸應   氏

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

■問い合わせ　　　　　

　年金を受ける権利は、本人が死亡するとなくなりますので、
年金を受けている方が亡くなられた時は、「死亡届」の提出が
必要です。
　この届出が遅れますと、年金を多く受け取りすぎて、後で返
さなければならなくなることもありますので、ご注意ください。
　なお、亡くなられた方がまだ受け取っていない年金があると
きは、生計を同じくしていた遺族の方からの請求によって、そ
の年金が支払われます。請求できる遺族の範囲・順位は、年金
を受けていた方の死亡当時、その方と生計を同じくしていた、
配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹です。
●死亡一時金
　国民年金の第１号被保険者として保険料を納めた月数が36
　月以上ある被保険者が、老齢・障害基礎年金のいずれも受け
　ないまま死亡したとき、死亡者と生計を同じくしていた遺族
　に支給されます。
　ただし、その方の死亡により遺族基礎年金を受けられる遺族
　がいる場合には支給されません。請求できる遺族の範囲・順位
　は、死亡者の配偶者・子・父母・孫・祖父母・兄弟姉妹の順
　です。
　死亡一時金の額は、保険料を納めた月数に応じて決まります。
　なお、付加保険料を納めた期間が36月以上ある場合は、さ
　らに８５００円が加算されます。

年金受給者が亡くなったときには年金受給者が亡くなったときには

市国保年金課国民年金係　　　　(２３)８９２８
　大田原年金事務所総合相談室　　(２２)６３１１
　

日　時 場　所

11月30日(水)
10:00～11:30

内　容

大田原保健
センター

講話・実習(デモ
ンストレーション)

持ち物

母子健康手帳
(親子健康手帳)

もぐもぐごっくん教室　※要電話予約
■問い合わせ 　こども課母子健康係　　(23)8634

おたっしゃくらぶ
■問い合わせ 　高齢いきがい課介護予防係　　(23)8917

日　時 場　所

11月22日(火)
　9:30～11:30

内　容

大田原保健
センター

与一いきいき体操
足の手入れ

はっとり ゆきお
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■問い合わせ　こども課子育て支援係
　　　　　　　　　　　（２３    ）８９３２

　

市
内
の
保
育
園
は
、
定
員
超
過
な
ら
び

に
待
機
児
童
増
加
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
で
は
保
育
園
に
在
園
す
る
児
童
が

幼
稚
園
に
転
園
す
る
場
合
、
転
園
に
伴
う

経
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
、
待
機
児
童
な
ど

の
解
消
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

●
補
助
の
内
容

○
転
園
し
た
３
歳
未
満
児
へ
の
補
助

　

幼
稚
園
は
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と

　

し
て
２
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
て
い
ま
す

　

が
、
３
歳
未
満
児
は
就
園
奨
励
費
補
助

　

金
対
象
外
の
た
め
満
３
歳
に
達
す
る
ま

　

で
保
育
料
の
一
部
を
市
民
税
所
得
割
課

　

税
額
に
応
じ
保
護
者
に
補
助
し
ま
す
。

・
市
民
税
所
得
割
課
税
額
が
３
万
４
５
０

　

０
円
以
下
の
世
帯

　

月
額　

１
万
５
０
０
０
円

・
市
民
税
所
得
割
課
税
額
が
３
万
４
５
０

　

０
円
を
超
え
る
世
帯

　

月
額　

８
０
０
０
円

○
転
園
し
た
３
〜
５
歳
児
へ
の
補
助

　

保
育
園
と
幼
稚
園
の
保
育
料
の
差
額
解

　

消
を
目
的
に
、
就
園
奨
励
費
補
助
金
の

　

上
乗
せ
と
し
て
市
民
税
所
得
割
課
税
額

　

に
応
じ
保
護
者
に
補
助
し
ま
す
。

・
市
民
税
所
得
割
課
税
額
が
３
万
４
５
０

　

０
円
以
下
の
世
帯

　

年
額　

５
万
円
を
限
度
と
し
て
加
算

○
転
園
し
た
児
童
の
入
園
料
に
対
す
る
補
助

　

幼
稚
園
に
入
園
す
る
際
の
入
園
料
の
一

　

部
を
保
護
者
に
補
助
し
ま
す
。

　

１
人
あ
た
り
３
万
円
（
一
回
を
限
度
）

○
転
園
し
た
児
童
が
預
か
り
保
育
を
利
用

　

す
る
場
合
に
対
す
る
補
助

　

預
か
り
保
育(

通
常
・
夏
休
み
な
ど
の

　

長
期
休
業
時)

を
利
用
す
る
場
合
、
幼

　

稚
園
に
利
用
料
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

　

と
に
よ
り
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り

　

ま
す
。

・
通
常　

日
額　

２
５
０
円

・
長
期
休
業
時　

日
額　

１
０
０
０
円

　
(

通
常
・
長
期
休
業
時
と
も
、
預
か
り

　

保
育
の
保
育
料
を
限
度
と
す
る
。)

※
こ
の
補
助
制
度
は
、
保
育
園
に
在
園
す

　

る
児
童
が
10
月
１
日
以
降
、
幼
稚
園
に

　

転
園
し
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
こ
ど
も
課
保
育
係
ま
で
お
問

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
保
育
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
６
９

　

黒
羽
文
化
協
会
で
は
、
郷
土
を
愛
す
る

市
民
の
皆
様
に
、
よ
り
深
く
郷
土
の
歴
史

を
理
解
し
、
誇
り
を
持
ち
、
未
来
へ
の
展

望
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お

り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時
　
11
月
13
日(

日)

午
後
２
時
〜

　

３
時
30
分(

開
場　

午
後
１
時
30
分)

●
場
　
所　

大
田
原
市
役
所
黒
羽
庁
舎

　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
　
題

「
徳
川
光
圀
に
よ
る
国
造
碑
、
侍
塚
の
調

　

査
保
護 ―

わ
が
国
の
考
古
学
、
那
須
に

　

始
ま
る―

」

　

水
戸
黄
門
と
那
須
地
域
と
の
関
わ
り
や

　

国
造
碑
文
の
解
明
と
侍
塚
古
墳
の
発
掘

　

調
査
、
保
護
な
ど
、
わ
が
国
の
考
古
学

　

史
上
最
古
の
偉
業
が
い
か
に
こ
の
地
で

　

行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
解
説
。

●
講
　
師

　

栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

 

　

主
任
学
芸
員　

眞
保　

昌
弘 

氏

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

悠
久
の
『
古
代
那
須
国
』
に
魅
了
さ
れ
、

　

那
珂
川
町
に
居
住
す
る
歴
史
考
古
学
者
。

　

那
須
は
も
と
よ
り
国
内
外
で
も
数
多
く

　

遺
跡
発
掘
を
担
当
。
現
在
、
日
本
女
子

　

大
学
・
国
士
舘
大
学
非
常
勤
講
師
。
著

　

書
に
『
那
須
国
造
碑
と
侍
塚
古
墳
』
、

　

『
近
世
の
好
古
家
た
ち
』
な
ど
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
文
化
協
会

　

事
務
局(

市
文
化
振
興
課)

　
　
　

(

２
３)

８
７
１
８

　

研
修
部
長　

木
村
俊
子

　
　
　

(

５
４)

０
５
７
９

保
育
園
か
ら
幼
稚
園
へ
転
園
す

る
児
童
に
補
助
が
で
ま
す

黒
羽
文
化
協
会
文
化
講
演
会

（９８）３８８１

子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間

木曜日★休館日 11/3

火･木･金･第２土曜日
★休館日  11/３・４・８・22・24

火曜日子育てサロン かねだ(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
★休館日  11/23

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保護者
の交流の場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関する相
談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
★休館日 11/23

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

9:00~12:00
13:00~16:00

＜11 月１日 ( 火 ) ～ 11 月 30 日 ( 水 )＞

★休館日　
　11/３・23

子育てママの就職個別相談会
すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)
ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

（２３）８７２８

就園前のお子さんと保護者が交流を図りなが
ら育児相談などを行うための場です。

予約優先のため事前にお電話ください。

11 月 11 日 ( 金 )
時間 10：00 ～ 12：00
11 月 25 日 ( 金 )
時間 10：00 ～ 12：00

開設日

開設日

子育て支援情報
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●
日
　
時　

12
月
４
日(

日)

　

午
後
１
時
〜 
４
時

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容

【
第
１
部　

基
調
講
演
】

・
演
題　

「
今　

な
ぜ
民
話
か
〜
見
直
そ

　

う
民
話
語
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
〜
」

・
講
師　

柏
村　

祐
司 

氏

【
第
２
部　

実
践
活
動
報
告
】

・
報
告
者　

片
山
恵
美
子
氏
、
稲
垣
清
子

　

氏(

ふ
る
さ
と
民
話
の
会)

、
須
藤
千
恵

　

氏
、
瀧
田
歌
子
氏(

大
田
原
市
女
性
の

　

海
外
研
修
派
遣
団
ウ
イ
ン
グ)

、
福
嶋
ト

　

キ
氏(

大
田
原
市
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ハ
ー
ト
フ
ル
ハ
ー
ト)

【
第
３
部　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
】

・
出
演　

大
田
原
中
学
校
合
唱
部

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

事
前
申
し
込
み
不
要

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
５

●
日
　
時　

11
月
19
日(

土)

　

午
後
１
時
〜
２
時

●
場
　
所　
那
須
与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

●
出
演
者　
大
田
原
ふ
る
さ
と
民
話
の
会
会
員

●
演
　
目

〈
地
元
の
民
話
〉

・
甚
兵
衛
と
狐　
　
　
　

藤
沼　

久
子

・
光
厳
寺
の
鐘　
　
　
　

稲
垣　

清
子

・
城
鍬
舞　
　
　
　
　
　

鍋
谷　

雅
子

〈
日
本
の
民
話
〉

・
東
の
嫁
と
西
の
嫁　
　

近　
　

靖
子

・
山
姥
の
に
し
き　
　
　

栗
原　

敏
子

・
鬼
の
面　
　
　
　
　
　

鈴
木　

玲
子

●
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０)

０
２
２
０

①
【
イ
ク
メ
ン
講
座
】

●
日
　
時　

11
月
26
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
第
１
会
議
室

●
内
　
容　

家
庭
で
で
き
る
ピ
ザ
作
り

●
講
　
師

●
参
加
費　

３
０
０
円(

材
料
費)

●
定
　
員　

20
名

●
対
象
者　

原
則
小
学
校
低
学
年
く
ら
い

　

の
お
子
さ
ん
を
育
児
中
の
お
父
さ
ん

※

託
児
あ
り
。
申
し
込
み
時
に
「
託
児
希

　

望
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

②
【
イ
ク
ジ
イ
講
座
】

●
日
　
時　

12
月
17
日(

土)

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
第
２
会
議
室

●
内
　
容　

絵
本
読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ

●
講
　
師　

●
参
加
費　

無
料

●
定
　
員　

20
名

●
対
象
者

　

ご
自
身
の
お
孫
さ
ん
あ
る
い
は
地
域
で

　

の
児
童
支
援
活
動
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

●
申
込
方
法(

①
、
②
共
通)

　

11
月
１
日(

火)

〜
18
日(

金)

に
任
意
の

　

書
式
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
①

　

「
イ
ク
メ
ン
」  

②
「
イ
ク
ジ
イ
」
講
座
受

　

講
希
望(

①
か
②
の
い
ず
れ
か)

を
明
記 

　

し
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

　

は
電
話
で
左
記
ま
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　
　

〒
３
２
４-

８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１‐

４‐

１

　
　
　

(

２
３)

１
３
８
９

　
　
　

(

２
３)

８
７
４
８

　
　
　

seisaku@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

●
日
　
時　

12
月
３
日(

土)

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時(

予
定)

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
種
　
目　

歌
、
踊
り
、
楽
器
演
奏
、
そ

　

の
他
。
諸
芸
全
般
何
で
も
結
構
で
す
。

●
入
場
料　

無
料

●
出
演
料　

１
回
の
出
演(

５
分
以
内)

に

　

つ
き
２
０
０
０
円(

１
回
の
出
演
に
つ
き
、

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
５
部
配
布
し
ま
す
。)

※

諸
経
費
を
除
い
た
残
額
は
、
大
田
原
市

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
し
ま
す
。

●
申
込
締
切　

11
月
５
日(

土)

●
申
込
先　

大
田
原
文
化
協
会
ス
テ
ー
ジ

　

部
長　

田
中
和
夫

　

大
田
原
市
薄
葉
１
９
９
８‐

２
１
０

　
　
　

(

２
９)

１
７
３
２

　
　
　

kazuo7tanaka@
yahoo.co.jp

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
文
化
振
興
課

　
　
　

(

２
３)

８
７
１
８

●
日
　
時　

11
月
５
日(

土)

　

午
後
１
時
〜
５
時

●
場
　
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

Ｆ
１
０
１
教
室

●
内
　
容　

実
践
的
な
医
療
福
祉
専
門
職

　

の
養
成
を
目
指
し
様
々
な
医
療
福
祉
の

　

専
門
職
を
目
指
す
学
生
が
、
グ
ル
ー
プ

　

学
習
を
展
開
し
な
が
ら
医
療
福
祉
の
連

　

携
や
チ
ー
ム
医
療
を
学
ぶ
「
関
連
職
種

　

連
携
教
育
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
連

　

携
ワ
ー
ク
発
表
会
は
、
学
生
グ
ル
ー
プ

　

に
よ
る
事
例
検
討
結
果
発
表
、
質
疑
応

　

答
な
ど
一
般
公
開
す
る
も
の
で
す
。

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
教
務
課

　
　
　

(

２
４)

３
２
０
９

第
21
回
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
際
医
療
福
祉
大
学「
関
連
職

種
連
携
論
」連
携
ワ
ー
ク
発
表
会

「
イ
ク
メ
ン
」＆「
イ
ク
ジ
イ
」講
座

受
講
者
募
集

ふ
る
さ
と
の
民
話
を
聞
く
会

「
歳
末
助
け
あ
い
第
48
回
大
田

原
市
民
芸
能
大
会
」開
催
お
よ

び
出
演
者
募
集
の
お
知
ら
せ

じ
ん
べ
え

こ
う
ご
ん
じ

和氣博之氏
（宇都宮里山遊び
　　　達人協会）

栗原敏子氏
（生涯学習イン
　ストラクター）
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市
で
は
栃
木
県
と
の
協
働
に
よ
り
、
納

税
の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、

年
末
の
11
〜
12
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強

化
月
間
」
と
し
て
全
県
下
一
斉
に
徴
収
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
収
入
か
ら
月
々
の

生
活
設
計
を
立
て
、
税
金
を
支
払
っ
た
う

え
で
住
宅
や
自
動
車
な
ど
の
各
種
ロ
ー

ン
、
生
命
保
険
な
ど
の
支
払
い
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は
各
種
ロ
ー
ン

や
生
命
保
険
な
ど
は
毎
月
支
払
っ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
税
金
の
納
付
を
し
な

い
滞
納
者
が
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
誠
実

に
納
税
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
公
平
性
が

保
た
れ
ま
せ
ん
。

　

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
多
く
の
市
民

の
皆
様
と
の
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
、

滞
納
者
に
対
し
て
は
厳
正
に
対
処
し
ま
す
。

◎
滞
納
税
に
は
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る

　

日
ま
で
の
期
間
は
特
例
基
準
割
合
で(

　

平
成
23
年
は
年
４
・
３
％)

、
そ
れ
以

　

降
は
完
納
の
日
ま
で
年
14
・
６
％
で
延

　

滞
金
を
計
算
し
ま
す
。
延
滞
金
が
発
生

　

し
た
場
合
、
本
税
お
よ
び
督
促
手
数
料

　

に
延
滞
金
を
加
算
し
た
額
を
納
め
て
い

　

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
督
促
状
を
発
送
し
た
日
か
ら
起
算
し
て

　

10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
て

　

い
な
い
と
差
押
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
給
与
差
押

　

勤
務
先
に
給
与
支
払
い
状
況
な
ど
を
調

　

査
し
、
完
納
す
る
ま
で
毎
月
取
り
立
て

　

が
続
き
ま
す
。

・
預
貯
金
差
押

　

金
融
機
関
に
預
貯
金
調
査
を
行
い
、
口

　

座
か
ら
直
接
取
り
立
て
ま
す
。

・
生
命
保
険
差
押

　

生
命
保
険
会
社
に
調
査
を
行
い
、
解
約

　

権
を
行
使
し
、
解
約
返
戻
金
を
滞
納
税

　

へ
充
当
し
ま
す
。

・
不
動
産
差
押

　

登
記
簿
に
差
押
が
あ
っ
た
旨
記
載
さ
れ
、

　

完
納
し
な
い
と
き
は
公
売
な
ど
に
よ
り

　

売
却
し
ま
す
。

・
自
動
車
差
押

　

自
動
車
の
差
押
登
録
を
し
、
タ
イ
ヤ
ロ

　

ッ
ク
を
装
着
し
て
使
用
で
き
な
く
し
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
売
却
し

　

ま
す
。

・
動
産
差
押

　

住
居
な
ど
の
捜
索
を
行
い
、
差
し
押
え

　

た
動
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど

　

で
売
却
し
ま
す
。

◎
滞
納
し
て
い
る
と
次
の
よ
う
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
制
限
も
あ
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
間
の
短
縮

・
医
療
機
関
窓
口
で
の
１
０
割
負
担

・
高
額
療
養
費
等
の
給
付
の
制
限

・
市
営
住
宅
の
新
規
入
居
の
制
限

・
各
種
補
助
金
、
交
付
金
等
の
制
限　

な
ど

　

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
と
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
大
切
な
財
産
を
失
う

だ
け
で
な
く
、
社
会
的
信
用
を
失
う
な
ど
、

不
利
益
を
生
じ
ま
す
。

　

滞
納
を
整
理
す
る
た
め
に
は
本
来
か
か

る
必
要
の
な
い
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
こ

の
費
用
も
、
本
来
は
福
祉
・
教
育
・
土
木

事
業
な
ど
に
使
わ
れ
る
べ
き
市
民
す
べ
て

の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
市
税
か
ら
支
出
さ

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
公
平
に
そ
し
て
平
等
に
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
納
期
限
内
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

収
納
対
策
課
徴
収
対
策
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
３

●
日
時
・
場
所
・
対
象
地
域

　

下
表
の
と
お
り

●
注
意
事
項

・
説
明
会
で
は
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」

　

お
よ
び
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

　

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の
手
引
き
」

　

な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
説
明

　

し
ま
す
の
で
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
年
末
調
整
関
係
用
紙
お
よ
び
法
定
調
書

　

の
用
紙
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
会
場

　

受
付
で
担
当
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

・
都
合
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
会
場
に
出
席

　

で
き
な
い
場
合
に
は
、
他
の
会
場
に
出

　

席
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署

　
　
　

(

２
２)

３
１
１
５

※

自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
お
選
び
く

　

だ
さ
い
。

平
成
23
年
分
年
末
調
整
説
明
会

あ
な
た
の
税
が
未
来
を
拓
く

〜
市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間

２
０
１
１
冬
〜

市
民
負
担
の
公
平
・
公
正
を
図
る

納
期
限
内
納
税
で
市
税
を
大
切
に

〜
納
期
限
は
Ｎ
Ｏ
期
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
〜

開催日　　 　　　　　　 　　　　　　 　　

11月11日

  （金）

11月17日

  （木）

11月22日

  （火）

午前10時～正午

午後２時～４時

午前10時～正午

午後２時～４時

午前10時～正午

午後２時～４時

那須塩原市黒磯文化会館小ホール

（那須塩原市上厚崎490）

大田原市総合文化会館ホール

（本町1-3-3）

那須町文化センター小ホール

（那須町大字寺子乙2567-10）

那須塩原市

大田原市

那須町

開催時間 開催場所 対象地域(者)

納
税
は
「
忘
れ
ず
安
心
、

　

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
」
で
！
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県
　
税

 

市
　
税

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方

は
、
地
方
税
の
軽
減
措
置
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
非
課
税

　

措
置

　

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
自
動
車
で
永
久

　

抹
消
登
録
が
な
さ
れ
た
自
動
車
に
は
、

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

　

自
動
車
税
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
自
動
車

　

で
永
久
抹
消
登
録
な
ど
が
な
さ
れ
た
も

　

の
に
代
わ
る
自
動
車
を
、
平
成
26
年
３

　

月
31
日
ま
で
に
取
得
し
た
場
合
、
自
動

　

車
取
得
税
お
よ
び
平
成
25
年
度
分
ま
で

　

の
自
動
車
税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

○
不
動
産
取
得
税
の
軽
減
措
置

　

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
家
屋
や
そ
の
敷

　

地
に
代
わ
る
家
屋
・
土
地
を
警
戒
区
域

　

指
定
指
示
が
解
除
さ
れ
た
日
か
ら
一
定

　

期
間(

３
カ
月
、
新
築
家
屋
は
１
年)

内

　

に
取
得
し
た
場
合
、
不
動
産
取
得
税
の

　

軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
軽
減
措

　

置

　

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
住
宅
用
地
や
家

　

屋
に
代
わ
る
土
地
・
家
屋
を
警
戒
区
域

　

指
定
指
示
が
解
除
さ
れ
た
日
か
ら
一
定

　

期
間(

３
カ
月
、
新
築
家
屋
は
１
年)

内

　

に
取
得
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
・
都

　

市
計
画
税
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

○
軽
自
動
車
税
の
非
課
税
措
置

　

警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
軽
自
動
車
で
自

　

動
車
検
査
証
の
返
納
な
ど
が
な
さ
れ
た

　

軽
自
動
車
に
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日

　

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
軽
自
動
車
税
は
課
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
警
戒
区
域
内
に
あ
っ
た
自
動
車
・

　

軽
自
動
車
で
永
久
抹
消
登
録
な
ど
が
な

　

さ
れ
た
も
の
に
代
わ
る
軽
自
動
車
を
平

　

成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
取
得
し
た
場

　

合
、
平
成
25
年
度
分
ま
で
の
軽
自
動
車

　

税
が
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

※

軽
減
措
置
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
は
、

　

手
続
き
が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま

　

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

　

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

《
県
税
関
係
》

　

大
田
原
県
税
事
務
所　

課
税
課

　
　
　

(

２
３)

４
１
７
２

《
市
税
関
係
》

　

市
税
務
課
資
産
税
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
２
６

　

市
税
務
課
税
制
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
８
５

○
納
期
限
の
11
月
30
日(

水)

ま
で
に
納
付

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
振

　

替
日
の
前
日
ま
で
に
口
座
の
残
高
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、

　

納
期
限
ま
で
に
、
納
付
書
裏
面
記
載
の

　

金
融
機
関
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
窓
口

　

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所　

課
税
課

　
　
　

０
２
８
７(

２
３)

４
１
７
２

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
〜
17
日

を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、
各
種

の
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
税
の
役
割
、

適
正
・
公
平
な
課
税
と
徴
収
の
実
現
に
向

け
た
庁
局
署
の
取
組
や
国
税
庁
の
Ｉ
Ｔ
化
・

国
際
化
に
対
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
の
重
点
広
報
項

目
で
あ
る
「e‐

Tax

の
利
用
促
進
」
に
向

け
た
情
報
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
主
な
行
事
予
定

○
税
に
関
す
る
作
文
の
優
秀
作
品
の
展
示

　

な
ど(

パ
ネ
ル
展
示)

・
期
間　

11
月
11
日(
金)
〜
17
日(

木)

・
場
所　

大
田
原
税
務
署
、

　
　
　
　

大
田
原
県
税
事
務
所
、

　
　
　
　

東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大
田
原
店

○
納
税
表
彰
式
、
税
に
関
す
る
作
文
表
彰

　

式
・
日
時　

11
月
15
日(

火)

　

午
後
３
時
〜
４
時
30
分

・
場
所　

カ
シ
マ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
税
務
署
総
務
課

　
　
　

(

２
２)

３
１
１
５

●
栃
木
県
最
低
賃
金

　　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
栃
木
県
の
区
域

内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
一
般
労

働
者
は
も
ち
ろ
ん
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
特
定(

産
業

別)

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　

０
２
８(

６
３
４)

９
１
０
９

　

大
田
原
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　

(

２
２)

２
２
７
９

税
を
考
え
る
週
間

「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
」

に
関
す
る
行
事

10
月
１
日
か
ら

栃
木
県
最
低
賃
金
改
正

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る

被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
へ

11
月
は
個
人
事
業
税（
２
期
分
）

の
納
付
月
で
す

時
間
額　

７
０
０
円
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お知らせ

平
成
24
年
度

入
札
参
加
の
申
込
受
付

　

平
成
24
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建
設
工

事
・
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
方
は
、「
大
田
原
市
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
要
領
」

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）を
確
認
の

う
え
、
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）〜
12
月
８
日
（
木
）

　
（
土
・
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

●
受
付
場
所

　

検
査
課
契
約
係
（
庁
舎
南
別
館
２
階
）

●
様
式
な
ど

　

市
様
式

※
様
式
お
よ
び
要
領
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
提
出
書
類　

一
覧
表
の
と
お
り

●
提
出
方
法

・
市
内
業
者
お
よ
び
準
市
内
業
者
（
市
内

　

に
所
在
す
る
営
業
所
な
ど
で
申
請
す
る

　

業
者
）
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
県
内
お
よ
び
県
外
業
者
は
郵
送
し
て
く

　

だ
さ
い
。
（
特
定
記
録
郵
便
な
ど
配
達

　

状
況
が
確
認
で
き
る
方
法
で
郵
送
、
12

　

月
８
日
消
印
有
効
）

■
問
い
合
わ
せ

　

検
査
課
契
約
係

　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　
　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　
　
　
（
２
３
）８
１
８
９

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp

建設工事
入札参加資格審査申請書
営業所一覧表
工事経歴書
経営規模等評価結果通知
書の写  ★
建設業退職金共済組合加
入証明書または中小企業
退職金共済事業団加入証
明書
建設業労働災害防止協会
加入証明書（加入してい
る場合のみ提出）
　
納税証明書［注１］
　
商業登記簿謄本または
身分証明書
委任状［注２］
　
使用印鑑届［注３］
　
ISO 登録証および付属
書の写
　
☆ 技術職員名簿
　
　
☆ 役員名簿［注４］ ★

　
入力票  ★

【 平成 24年度入札参加資格審査申請書提出書類一覧表 】

１  ☆印のついているものは、市内・準市内業者のみ提出してください。
２  提出書類はすべてA4版とし、各業種ごとに一覧表の番号順に袋とじにしてください。
３  ★印のついているものは、とじ込まないでください。
［注１］納税証明書の種類
　　　　市内業者　法人…[国税]消費税および地方消費税、[県税]全税目、[市税]法人市民税、固定資産税、軽自動車税
　　　　　　　　　個人…[国税]消費税および地方消費税、[県税]全税目、[市税]法人市民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税
　　　　県内業者　法人…[国税]法人税・消費税および地方消費税、[県税]全税目
　　　　　　　　　個人…[国税]所得税・消費税および地方消費税、[県税]全税目
　　　　県外業者　法人…[国税]法人税・消費税および地方消費税、[県税]法人県民税、法人事業税
　　　　　　　　　個人…[国税]所得税・消費税および地方消費税、[県税]個人事業税
　　　　・納付すべき税額がない場合は、納付すべき税額がない旨の証明書を添付すること。
　　　　・国税については納税証明書「その３の２」または「その３の３」を添付すること。
　　　　・国税の納税証明書の交付請求には、e-Taxを利用することができます。詳しくはe-Taxホームページ
　　　　　〈 http://www.e-tax.nta.go.jp 〉をご覧ください。
　　　　・大田原市内に本・支店、営業所がある業者は、大田原市に納付した法人名義の市税全税目の納税証明書を　
　　　　　添付すること。
［注２］委任状は、入札および契約などについて、年間を通して委任する場合に提出すること。
　　　（代表者印および受任者の使用印を押印すること）
［注３］使用印鑑届は、実印以外の印鑑を入札などで使用する場合に提出すること。
［注４］役員名簿は、個人営業の場合は、事業主および事業に携わっている家族について記載すること。

測量･建設コンサルタント等
入札参加資格審査申請書
営業所一覧表
登録証明書

測量等実績調書
　
　
技術者経歴書
　
　

商業登記簿謄本または身
分証明書
　
　
財務諸表
　

納税証明書［注１］
　
委任状［注２］
　
使用印鑑届［注３］
　
ISO 登録証および付属
書の写
　
☆ 役員名簿［注４］ ★
　

　
入力票  ★

建設資材供給業
入札参加資格審査申請書
営業経歴書
営業所一覧表
商業登記簿謄本または
身分証明書
　
財務諸表
　
　

代理店・特約店である
ときはその証明書
　
　
納税証明書［注１］
　

委任状［注２］
　
使用印鑑届［注３］
ISO 登録証および付属
書の写
　
☆ 役員名簿［注４］ ★
　

入力票  ★

物品供給業
入札参加資格審査申請書
営業経歴書
営業所一覧表
商業登記簿謄本または
身分証明書
　
財務諸表
　
　

代理店・特約店である
ときはその証明書
　
　
納税証明書［注１］
　

委任状［注２］
　
使用印鑑届［注３］
ISO 登録証および付属
書の写
　
☆ 役員名簿［注４］ ★
　

入力票  ★

役務提供業
入札参加資格審査申請書
営業経歴書
営業所一覧表
商業登記簿謄本または
身分証明書
　
財務諸表
　
　
　
契約主要実績調書
　
技術関係職員名簿（警備・
清掃・施設の保守管理の
み提出）
給食業務委託主要実績調
書（給食業務のみ提出）
納税証明書［注１］
　
委任状［注２］
　
使用印鑑届［注３］
　
ISO 登録証および付属
書の写
警備業法施行規則別記様
式第２号・第４号・第12
号の写（警備を申請する
業者のみ）
☆ 役員名簿［注４］ ★
入力票  ★

№
１
２
３

４

５

　
６

７

８　
９

10

11

12

13

14
15



お知らせ

平成23年11月１日号 24

国
道
４
０
０
号

金
燈
籠

王
冠
ボ
ウ
ル

トライアル

保健センター

至佐久山

至
黒
羽

至那珂川町

国道461号

忍
精
寺

駐 城
山
元
町
線

市道内環状
　南大通り線
　（通称3・3・1号線）

市道内環状
　南大通り線
　（通称3・3・1号線）

市
役
所
通
り

寺
町
通
り●

大田原商工会議所
（皇漢堂ビル）

●

寿司処
わかな

　

真
剣
に
創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
既
に

創
業
の
計
画
を
練
っ
て
い
る
方
、
創
業
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
な
が
ら
不
安
感
が
先

に
立
ち
実
施
ま
で
の
行
動
を
起
こ
せ
な
い

で
い
る
方
な
ど
の
夢
の
実
現
の
た
め
、
創

業
の
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

経
営
に
必
要
な
能
力
の
育
成
と
知
識
の
向

上
を
図
る
た
め
創
業
塾
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
　
時　

平
成
24
年
１
月
21
日(
土)
〜

　

２
月
11
日(

土)

毎
週
土
曜
日

 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
50
分(

１
月
21
日

　

の
み
９
時
30
分
〜)

●
場
　
所　

大
田
原
商
工
会
議
所(

皇
漢

　

堂
ビ
ル
会
議
室(

３
Ｆ))

※

駐
車
場
は
、
大
田
原
市
商
工
会
議
所
駐

　

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
内
　
容　

左
表
の
と
お
り

●
講
　
師
　
中
小
企
業
診
断
士(

㈳
中
小

　

企
業
診
断
協
会
栃
木
県
支
部)

●
参
加
費　

５
０
０
０
円

●
参
加
資
格　

創
業
を
考
え
、
創
業
の
意

　

思
の
あ
る
方
な
ら
年
齢
、
性
別
は
問
い

　

ま
せ
ん
。
学
生
、
女
性
、
退
職
者
、
再

　

度
起
業
に
挑
戦
す
る
方
な
ど
大
歓
迎
で

　

す
。

●
申
込
期
間　

11
月
７
日(

月)

〜
平
成
24

　

１
月
13
日(

金)

ま
で
に
電
話
で
申
し
込

　

み
。(

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
9
時
〜

　

午
後
４
時)

●
主
　
催　

㈳
中
小
企
業
診
断
協
会
栃
木

　

県
支
部

●
共
　
催　

大
田
原
市
、
大
田
原
市
商
工

　

団
体
連
絡
協
議
会(

大
田
原
商
工
会
議

　

所
、
湯
津
上
商
工
会
、
黒
羽
商
工
会)

●
定
　
員　

40
名(

定
員
に
な
り
次
第
締

　

め
切
り
ま
す)

●
会
場
お
よ
び
駐
車
場
案
内
図

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
商
工
会
議
所

　
　
　

(

２
２)

２
２
７
３

●
融
資
対
象
者

　

県
内
に
１
年
以
上
事
業
所
を
有
し
て
営

　

業
を
行
っ
て
い
る
中
小
企
業
お
よ
び
事

　

業
協
同
組
合
等

●
資
金
の
使
い
み
ち

　

商
品
仕
入
れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な

　

ど
の
季
節
的
な
運
転
資
金

●
融
資
額

　

企
業　

１
千
万
円
以
内

　

団
体　

１
億
円
以
内

●
融
資
利
率

　

年
２
・
０
％
以
内

　

た
だ
し
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付

　

す
る
場
合
、
責
任
共
有
制
度
対
象
外
は

　

年
１
・
５
％
以
内
、
責
任
共
有
制
度
対

　

象
は
１
・
７
％
以
内

●
融
資
期
間

　

11
月
１
日(

火)

〜
平
成
24
年
３
月
30
日

　

(

金)

●
申
込
期
間　

12
月
30
日(

金)

ま
で

●
融
資
の
申
し
込
み
先

　

県
内
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
、
信
用
金

　

庫
、
信
用
組
合
お
よ
び
商
工
組
合
中
央

　

金
庫
の
県
内
営
業
店

■
問
い
合
わ
せ

　

県
経
営
支
援
課

　
　
　

０
２
８(

６
２
３)

３
１
８
１

　

ま
た
は
各
取
扱
金
融
機
関

中
小
企
業
季
節
資
金（
年
末
資
金
）

融
資
の
お
知
ら
せ

創
業
塾
　
受
講
生
募
集

創業の際の各種届出・労務
のルールと諸届出

創業の心構え

会計・資金計画・税務など

創業のヒント

売上・利益計画について

マーケティングについて

資金調達と融資、公的な融
資制度について

創業へのアイデア収集

創業体験事例

ビジネスプラン作成演習

ビジネスプラン発表
創業予定のビジネスプランのプレ
ゼンテーションを行い、講師やメ
ンバーに評価してもらう

ビジネスプランを個人別に作成
し、作成のポイントと創業の際に
起こる諸問題への対処法を学ぶ

企業家精神と企業家の条件など

経理処理や資金繰り、税務知識や
法人設立など

営業許可や労災雇用保険の届出、
就業規則など

顧客開拓、営業の基礎知識、取扱
商品と売上確保策

商圏把握と予想売上設定、損益分
岐点売上高設定

市場調査、市場開拓、広告宣伝

創業の際の資金調達、各種創業融
資制度について

ビジネスチャンスへのヒント、儲
ける仕組みとはなど

創業する際に最も必要だった経営
資源とはなど

1/24

1/28

2/4

2/11

期日 テーマ 内　容
【創業塾講座内容】



お知らせ・天文館

平成23年11月１日号25

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

｢
合
同
就
職
面
接
会｣

開
催
の

お
知
ら
せ

　

栃
木
県
、
栃
木
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
田
原
で
は
、
栃
木
県
内
の
企
業
に
就

職
を
希
望
す
る
大
学
等
卒
業
予
定
者
お
よ

び
卒
業
後
３
年
以
内
の
方
を
対
象
に
、
県

内
求
人
企
業
が
出
席
す
る
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
時　

11
月
22
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
　
所

　

カ
シ
マ
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト

　

(

大
田
原
市
本
町
１‐

２
７
１
４)

●
内
　
容

　

大
学
等
新
規
学
卒
者
お
よ
び
既
卒
者
の

　

た
め
の
合
同
就
職
面
接

●
参
加
企
業

　

県
内
求
人
企
業
20
社
程
度

●
対
象
者

　

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
の
平

　

成
24
年
３
月
新
規
卒
業
予
定
者
お
よ
び

　

卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

※

参
加
者
の
皆
さ
ま
へ

・
当
日
は
、
履
歴
書
を
複
数
枚
ご
用
意
く

　

だ
さ
い
。
事
前
申
込
は
不
要
。
直
接
会

　

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

　

は
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
既
卒
の
方
は
、
事
前
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

で
求
職
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
田
原

　
　
　

(

２
２)

２
２
６
８

　

11
月
１
日
か
ら
わ
な
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
が
、
そ
の
他
は
11
月
15
日
か
ら
狩

猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。
狩
猟
は
、
資
源

利
用
や
趣
味
と
し
て
の
目
的
だ
け
で
な
く
、

農
林
業
作
物
の
鳥
獣
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
で
は
銃
・
わ
な
・
網
を
使
用
し
ま

す
の
で
、
事
故
や
違
反
が
お
こ
ら
な
い
よ

う
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
狩
猟
期
間
に
つ
い
て

　

11
月
15
日
〜
平
成
24
年
２
月
15
日

※
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
11
月
１
日
〜
平
成

　

24
年
３
月
15
日
ま
で
。
た
だ
し
、
11
月

　

１
日
〜
14
日
ま
で
は
わ
な
に
よ
る
捕
獲

　

に
限
る
。（
銃
に
よ
る
止
め
さ
し
可
）

●
事
故
防
止
の
た
め
に

【
地
域
の
皆
さ
ん
へ
】

　

野
山
に
出
か
け
て
作
業
を
す
る
場
合
は
、

　

目
立
つ
服
装
や
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
自

　

分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
て

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
わ
な
を
見
つ
け
て

　

も
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
近
づ
か
な
い

　

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

狩
猟
者
の
方
は
、
住
民
の
方
々
に
不
安
や

　

不
信
感
を
持
た
れ
な
い
よ
う
法
令
や
マ

　

ナ
ー
の
厳
守
、
十
分
な
安
全
確
認
の
徹

　

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
林
業
振
興
係

　
　
　

(

２
３)

８
１
２
６

■問い合わせ
　ふれあいの丘天文館　　(２８)３２５４

●木星を見よう
近ごろ、日が暮れて1時間ほどすると、東の空にと
ても明るい星が光っているのをご存知ですか？太陽
系最大の惑星、木星です。
直径は地球の11倍もあります。英語名Jupiter (ジュ
ピター)はギリシャ神話では全天の支配者ゼウス、
惑星の王と言われています。黄道上を約12年かけて
移動するので(ひとつの星座に約1年間ずつ留まるの
で)、中国では歳星とよばれました。
400年ほど前、イタリアの天文学者ガリレオ・ガリ
レイは自分で作った望遠鏡を木星に向け、木星のそ
ばを動き回る小さな4つの星を発見しました。これ
らの天体の動きを数日間観測したガリレオは、天体
が木星の周りを回っていることを確信し、著書「星
界の報告」の中で、木星は地球と同じ月を持ってい
ることを発表しました。
これらはガリレオ衛星と呼ばれ、双眼鏡などでも確
認できます。木星に近い順にイオ、エウロパ、ガニ
メデ、カリストという名前が付いています。

木星の表面には幾つもの縞模様や、大赤斑と呼ば
れる楕円形のオレンジ色をした模様が見られます。
縞模様は成分や温度の違う雲の流れが作り出すと
考えられており、白っぽい色の縞と茶色の暗い縞
の部分は互いに逆の風向きになっています。
大赤斑は直径が地球の2倍程もある渦で、300年
も前から存在していると言われます。
口径が6cm程度の望遠鏡でも赤道付近にある2本
の縞模様(赤道縞)を見ることができます。
この赤道縞は3年から15年の周期で消失すること
があり、昨年は赤道縞の1本が完全に消えていま
した。今年は2本に戻っています。

天文館の65ｃｍ望遠鏡では、木星表面の縞模様
や大赤斑のほか、木星の衛星が毎日その位置を変
えていく様子も見ることができます。天文館では
来年の２月末頃まで木星を観望していただけます
ので、ぜひお出かけください。

ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより  
ふれあいの丘
天文館だより

★今月の天文情報★今月の天文情報

＜写真：木星と４つのガリレオ衛星＞

＜写真：木星の表面＞

2本の赤道縞と大赤斑（上の
縞の中央）が見えている。



図書館・統計

平成23年11月１日号 26

　男　　３７,１７３人
　女　　３７,７７２人
　計　　７４,９４５人
世帯数　２６,９８９世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

９月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(10月１日現在)

　男　　３９,１３３人
　女　　３７,８６９人
　計　　７７,００２人
世帯数　２８,１９３世帯

転入 183 人   転出 182 人 
出生   55 人   死亡   65 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

0件
０件
0件
0件

１０件
３件
９件
２２件
0円

４７,４０４千円

◆火災･救急 ９月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

１９１件
１２１８件
５２０件

　　　　　　　　１９２９件

２７件
１２４件
５４件
 ２０５件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 ９月分
１６１件
０人

２１２人
１５１２件

１９件
０人
２2人

 １８３件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

●日　　時　11月16日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１
　　　　　　(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん お気軽に
お電話ください

■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
詳しくは、各図書館までお問い合わせください。

●日　時　11月６日(日)、13日(日)、20日（日）  午後２時～３時
●会　場　１階　児童クラブ室　
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい、工作 など

(23)4560 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

●日　時　11月13日(日)　午前11時～11時45分
●会　場　２階  視聴覚室
●出　演　おはなし会コアラのみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ、紙しばい など

開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00(98)7037

11月の図書館カレンダー11月の図書館カレンダー
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ピノキオおはなし会

●日　時　11月12日(土)　午後２時～３時
●会　場　１階　児童クラブ室　
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク、紙しばい、工作 など

子どものつどい

●期　間　10月15日(土)～11月13日(日)
●対　象　小学生まで
●応募方法　カウンターで問題用紙を受け取り、その日のうちに
　回答してください。
●内　容　みんなが読んでいる本の中からのクイズ。全問正解す
　るとプレゼントがもらえるよ。
※全問正解者は館内で掲示します。

知ってなるほど!?黒羽図書館クイズ
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コアラおはなし会



芭蕉の館・彫刻周遊

平成23年11月１日号27

　ふれあいの丘の芝生広場の最南端に、ひときわ
高さのある彫刻が立っています。にょきっと直立し
た円錐状の石の柱からは、風になびいた羽衣を思
わせるような、四重、五重のひだが顔を出していま
す。柱のてっぺんは平らで、見事に磨き上げられた

水滴状の塊がち
ょこんと載せら
れています。
　作者は風や
水にこだわりを
持って制作して
いるといいま
す。また、制作の
ために訪れた
ふれあいの丘で

は、無限に広がる夜空の美しさ
に感動したともいいます。その
作者によって、気負うことなく、素
直に素材の石に向き合って生み
出された作品です。「星のしず
く」、何ともロマンチックなタイト
ルがつけられていますが、作者
のこだわる風や水の存在を感じ
させてくれる作品です。
　作者は、1944年静岡県生まれの岡村謹史氏。
1972年に彫刻家・圓鍔勝三（えんつばかつぞう、日
展の顧問など歴任、文化勲章受章）氏に師事。二科

展において特選、会友
賞、特別記念賞、ローマ
賞、会員賞といった数々
の受賞歴があります。
1998年にはハンガリー
の国際彫刻トリエンナ
ーレ（３年に一度開か
れる国際美術展覧会）
やシンポジウムにも参
加。二科会会員。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

20

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場
芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

岡村　謹史
1999年

　おか むら　　 きん   じ

星のしずく

岡村  謹史  氏

　

広
報
お
お
た
わ
ら
９
月
１
日
号
の
本
欄

の
あ
と
、
10
月
１
日
号
で
は
芭
蕉
句
碑
の

拓
本
に
焦
点
を
あ
て
た
当
館
企
画
展
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
黒
羽
地

区
に
立
つ
10
基
の
句
碑（
芭
蕉
９
基
、
曾
良

１
基
）の
紹
介
を
続
け
ま
す
。 

９
月
１
日
号

で
は
当
館
付
近
の
４
基
の
内
の
３
基
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
４
基

目
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち「
芭
蕉
公
園
」（
浄
法
寺
邸
跡
）

に
立
つ
句
碑
〈
山
も
庭
も
う
ご
き
入
る
や

夏
坐
敷
〉
で
す（
碑
高
91
㎝
）。俳
人
の
加
藤

楸
邨
筆
で
、
昭
和
34
年（
１
９
５
９
）５
月

に
黒
羽
町
観
光
協
会
が
建
立
し
た
も
の
で

す
。曾
良
の「
俳
諧
書
留
」に
は「
秋
鴉
主
人

の
佳
景
に
対
す
」と
の
前
書
が
あ
り
、
句
意

は
、
こ
の
浄
法
寺
家
の
夏
座
敷
か
ら
眺
め

る
と
、
涼
風
が
新
緑
の
山
や
庭
前
の
草
木

を
吹
き
動
か
し
て
座
敷
に
流
れ
込
ん
で
く

る
よ
う
だ
、と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

続
い
て
５
基
目
は
、
那
珂
川
を
渡
っ
た

黒
羽
向
町
の
常
念
寺（
浄
土
宗
）の
境
内
に

立
つ
〈
野
を
横
に
馬
牽
む
け
よ
ほ
と
ゝ
ぎ

す
〉の
句
碑
で
す（
碑
高
１
４
０
㎝
）。時
鳥

が
鳴
い
た
の
で
、そ
の
声
の
す
る
方
へ
、北

上
す
る
那
須
野
の
進
行
方
向
か
ら
横
に
馬

を
引
き
向
け
て
く
れ
、
の
意
で
す
。こ
の
句

碑
に
つ
い
て
は
、江
戸
時
代
、浄
法
寺
桃
雪

に
よ
る
建
立
と
の
伝
承
が
あ
り
、
句
碑
の

筆
跡
に
つ
い
て
は
、
芭
蕉
の
真
蹟
の
可
能

性
も
指
摘
さ
れ
ま
す
。ま
た
、
市
内
の
句
碑

の
中
で
は
、
こ
の
句
碑
だ
け
が
市
指
定
有

形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
つ
目
に
紹
介
す
る
の
は
、
黒
羽
向
町

の
明
王
寺（
真
言
宗
）の
境
内
に
立
つ〈
今
日

も
又
朝
日
を
拝
む
石
の
上
〉
の
句
碑
で
す

（
碑
高
１
２
４
㎝
）。当
館
初
代
館
長
で
あ

り
ま
し
た
蓮
実
彊
氏
の
筆
に
な
り
、
昭
和

63
年
（
１
９
８
８
）、
明
王
寺
が
建
立
し
た

も
の
で
す
。こ
の
句
は
、
黒
羽
滞
在
中
の
芭

蕉
が
余
瀬
の
鹿
子
畑
翠
桃
邸
で
催
し
た
歌

仙
の
名
残
の
裏
の
初
句（
全
36
句
中
の
第

31
句
）
で
す
。こ
の
句
の
前
に
、
秋
風
の
中

で
芝
を
刈
る
流
人
の
姿
を
詠
ん
だ
句
が
あ

る
の
で
、
芭
蕉
は
そ
れ
に
触
発
さ
れ
て
、

「
石
の
上
に
立
っ
て
今
日
も
朝
日
を
拝
む

行
者
の
姿
」
を
詠
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。発
句

で
は
な
い
た
め
、
季
語
は
含
ま
れ
て
い
な

い
の
で
す
。

■
問
い
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岡村  謹史  氏



ハーモニーホール

平成23年11月１日号 28

●ニューイヤー・コンサートシリーズ①
　那須野が原ハーモニーホール New Year Concert
●ニューイヤー・コンサートシリーズ①
　那須野が原ハーモニーホール New Year Concert

　　　　　　　
　　　　　 　    　　
　　　　　　　
※入場は就学児以上とさせていただきます。

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 平成24年１月９日(月・祝)
午後２時15分開場／大ホール

●ニューイヤー・コンサートシリーズ②③
　ファミリーコンサート｢音楽のおくりもの｣
●ニューイヤー・コンサートシリーズ②③
　ファミリーコンサート｢音楽のおくりもの｣

日時・会場 平成24年１月15日(日)
大ホール

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

わいわいコンサート、アフタヌーン
コンサートいずれも
一般  1,500円(友の会 1,400円)
こども  500円(3歳～中学生)

♪那須野が原ハーモニーホールで新年を祝おう！

●出演　アンサンブル・ディヴェルターズ
●司会　一村誠也(フルート)
【わいわいコンサート】（午前11時開演）
♪赤ちゃんも一緒にご家族で気軽に楽しんでいただけ
　ます。

　藤本美玲（ピアノ)   
　吉成律子（フルート）
　須藤梨菜（ピアノ）

曽我陽子（ピアノ）
本橋　裕（チェロ）

　田中明美(ソプラノ)
　高田正人（テノール） 
　日原大朗（バリトン）

大貫裕子（ソプラノ）
寺田功治（バリトン）
御邊典一（ピアノ）

　弦楽亭室内オーケストラ
　柴田真郁（指揮）
　斎藤芙三晃・斎藤美菜子（ウィンナ・ワルツ/ダンス)
　田中明美(ソプラノ) 

寺田功治（バリトン）

大貫裕子（ソプラノ）

●第１部  那須野が原ヴィルトゥオーソ(午後３時）

●第２部  ニューイヤーオペラ（午後4時15分）

●第３部  ウィーンのかおり（午後5時20分）

藤本美玲  曽我陽子 吉成律子

日原大朗 寺田功治

田中明美 斎藤芙三晃

●オープニングイベント(午後２時20分)
与一太鼓演奏

尺八：
藤原道山

マリンバ：
SINSKE

斎藤美菜子

日時・会場

11月23日(水・祝)

●森昌子ふるさとコンサート
　～春夏秋冬こころのうた～　
●森昌子ふるさとコンサート
　～春夏秋冬こころのうた～

5,000円
(友の会  4,500円)

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

●共演　那須野が原少年少女合唱団

午後６時開演／大ホール

[予定曲目]
♪せんせい、おかあさん、ふるさと、秋桜  ほか

森　昌子森　昌子
※入場は就学児以上とさせて
　いただきます。

乳幼児無料
※３歳未満は膝上無料。ただし、座席を必要とする場
　合はチケットが必要です。

【アフタヌーンコンサート】（午後２時開演）
♪３歳以上のお子さまはこちらで楽しくクラシック！
　たっぷりと名曲に浸っていただけるコンサートです。
※入場は３歳以上とさせていただきます。

●ニューイヤー・コンサートシリーズ④
　藤原道山×SINSKEコンサート2012
●ニューイヤー・コンサートシリーズ④
　藤原道山×SINSKEコンサート2012
日時・会場 平成24年１月28日(土)

午後３時開演／大ホール
チ ケ ッ ト
全 席 指 定

一般  2,800円(友の会  2,600円)

●ゲスト　江戸信吾（箏）

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

A席2,000円（友の会1,800円）
一般 S席3,000円（友の会2,700円）

学生  S席1,500円　 A席1,000円

学生  1,500円



市　　歌

平成23年11月１日号29

◆市のホームページで市歌の音
　声データをダウンロードする
　ことができます。
　トップページの「市の概要」
　の中にある「市歌」からお入
　りください。

◆市歌のＣＤを１枚500円で販
　売しています。なお、各種団
　体には無料で配布しますので
　お問い合わせください。

■問い合わせ
　政策推進課政策企画係
　　　　（２３）８７０１
　 http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/
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『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係
　   （２３）８７００までご連絡ください。

10月１日 第５回とうがらしフェスタin大田原
（道の駅那須与一の郷）

次の世代を担う子どもたちに、故郷の名物
であるトウガラシと、その魅力を知っても
らうことを目的に開催されました。七味と
うがらし＆ラー油づくり体験コーナーやピ
リ辛三兄弟ぬりえコーナーなど、とうがら
しの魅力をたくさん感じることができるイ
ベントに、家族そろって楽しみました。

９月24日 第14回大田原市ニュースポーツ大会
（栃木県立県北体育館）

市体育指導委員会の主催により、幼児から
高齢者まで誰でも気軽に楽しめる体験型の
大会として開催されました。65名の参加者
は指導委員からルールの説明を受けた後、
｢スポーツ吹矢｣や｢フロアカーリング｣など
６種類のスポーツに家族やグループで挑戦
しました。

10月２日 お笑い健康づくり事業｢お笑い健康ライブ｣
（市総合文化会館ホール）

前期お笑い健康講座最後の｢お笑い健康ライ
ブ｣が開催されました。講座受講生10組とプ
ロのお笑い芸人２組が出演。講座受講生の皆
さんは、プロ顔負けのネタを披露。練習の成
果を存分に発揮しました。11月からは後期講
座がスタート。お笑いによる健康づくりを推
進しています。

９月17日 第６回ゴルゲート大会
（黒羽総合運動公園）

ゴルフとゲートボールを併せたニュースポーツ
｢ゴルゲート｣の大会が開催され、66歳から88歳
までの市民87名が参加しました。
《各コース優勝者》
・男子北コース　菊地　　稔さん(79歳)
・男子南コース　原田　豊二さん(84歳)
・女子北コース　池澤　郁子さん(79歳)
・女子南コース　板橋ヨシエさん(81歳)

10月４日 那須与一公ゆかりの地巡りバスツアー
（那須神社  ほか）

市内に点在する那須与一公や那須氏にゆか
りのある史跡などを巡るツアーに26名の市
民の皆さんが参加しました。参加者は、那
須与一伝承館館長の説明を受けながら、那
須氏の墓碑と伝えられている五輪塔のある
光厳寺や、与一公が屋島の戦いの後、太刀
や弓を奉納したといわれる那須神社などを
巡りました。

那須神社那須神社

七味とうがらしづくり体験七味とうがらしづくり体験
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